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一
、
問
題
の
所
在

第
三
一
次
農
林
省
統
計
表
に
ょ
れ
ば
昭
和

 
一
ニ
年
に
五
三

♦

六
％

を
占
め
て 

い

た

専

麗

家

は

年

を

逐

ぅ

て

減

少

し

、
昭
和
一
一
九
年
に
は
兼
業
農
家
が
六

I
.

 

一
％

と

豸

員

豸

双

の

半

ば

を

超

ぇ

る

に

至

つ

た

(

第
一
.
表)

。
昭
和
ニ
茸
年
の

:

ぐ

へ

：

：平
：

：
，
：

野

：

絢

，
公

子

第
一
：ー
種
兼
業
の
増
大
を
第1
'段
階
と
し
、'
ー1
八
年
の
第
ー
.湩
兼
業
の
増
大
を
第 

一
ー
の
段
階
と
す
る
こ
の_

_
員
_
罾
の
_
カ
は
、
半
封
建
地
代
が
大
き
く
控
除 

さ
れ
る
た
め
に
中
農
で
あ
っ
て
：も
農
業
外
か
ら
収
入
.を
得
ず
し
て
は
濃
家
経
済 

の
再
生
産
が
不
可
能
で
あ.っ
た
戦
前c

一
 

応
常
時
と
し
て.昭
和
一
六
年
を
と
る

) 

を
上
ま
わ
っ
て
来
た̂

に
は
.
^
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
兼
業
農
家
の 

増
大
、
農
家
の
収
入
面
か
ら
み
た
兼
業
依
存
度
の
増
加
傾
向
は
単
に
農
家
家
族 

の
.
一
部
が
恒
常
的
に.プ
ロ
レ
タ
リ
ア.と
し
、て
農
業
外
に
流
出
し
て
い
る
だ
け
で 

な
く
、

一：
般
的
に
農
家
自
体
の
再
生
産
の
た
め
に
兼
業
が
不
可
欠
の
存
在
と
な 

•
っ
て
来
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ニ

 

ロ
に
兼
業
農
家
と.い

？
て
も
山
秫
、
農 

外
事
業
な
ど
に
投
資
す.る
上
層
農
家
も
あ
り
、
上
層
農
民
の
象
族
員
で
自
立
の 

た
め
に
他
の
職
寒
に
つ
き
つ.つ
肖
員
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
農
林
省
の
第
一 

湩

•
翁
ニ
镩
と
い
う
よ
う
な
類
別
に
よ
る
兼
業
増
大
の
数
字
が
.直
接
的
に
農
民 

層
の
下
向
分
解——

農
民
の
半
プ
ロ 

.
プ
口
化
を
直
ち
に
意
味
し
な
い
こ
と
は 

後
'に
述
べ
る
如
く
で
あ
る
が
、

ど
も
.あ
れ
そ
れ
は
農
家
が
総
体
と
し
て
よ
り

一 

層
商
品
経
済
に
ま
き
こ
ま
れ
た
指
標
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
し
、
又
基
本

農林省農林統許課綢，第 23 ,  3 1 次農林省統計表ポヶット農林水産統計1957. 
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第 一 表 蹲 業 •兼業別農家数の変化 (堪位•千戸)

項
\ 目

総 . 数 、.南 ' M 兼 . . '  業

年
月

農家数 % 農家数 % 総 数 % 第 一 ：種 
兼業農家 %

第二種卜ヴ 
兼業農家1 /0

昭和16.8.1 5,499 100.0 2,304 41.9 3,195 58.1 2,040 37.1 1,155 21.0
21.4,26 5,698 100?0 3,056 53.6 2,642 46.4 1,667 29.3 974 17,1

• 22.8.1 5,909 100.0 3,275 55,4 2,635 44.6 ，1,684 28.5 951 '1 6 .1
25.2.1 6,176 100.0 3,086 50.0 3,090 50.0 1,753 28.1 1,337 21.6
26.2.1 6,099 100.0 2,969 48.7 3,131 51.3 1,803 29.6 1,324 21.7
28.2.1 6,142 100,0 2,511 40.9 B.6S2 59,1 2,232 36.3 1,400 22.8
29.2.1 6,105 100.0 2,373 38.9 3,732 61.1 2,247 36.8 1,485 24,3
30.2,1 — ■— ，■ , ぐ -- — . ~ ■— -- --- . —

農
民
層
分
解
に
関
す
る
一
考
察

的

に
ぃ
っ
て「

脱

農
民化

-
!

の
過
程

を
示
す
も
の
で
あ

る
点
に
注
意
す
ベ

き
で
あ
ろ
う
。
独

占
資
本
主
義
段
階

に
お
い
'て
.は
：両
極

分
解
が
変
形
さ
れ

て

"
中
農
標
準
化

傾
向
"
：
な
る
形
態

を
と
る
と
い
う

が
、
問
題
と
す
べ

き

点

は

そ

.
の

ょ

う

な
現
象
を
と
る
事

の
強
：調

丈

で

な

く
、
そ
こ
に
両
極

分
解
が
い
か
に
■モ

デ

ィ

フ

ァ

イ

さ

れ

て
い
る
か
で
な
け 

c

注
1)

れ
ば
な
ら
な
い
？ 

そ
こ
で
こ
.の
，度 

小
池
基
之
教
授
の

下
で
農
林
省
昭
和
三◦
年
度
農
村
動
態
調
査
資
料
.

(
各
府
県
約
三
集
落
ず
っ
約 

,
1

五
〇
部)

の一

部
を
整
理
し
、
報
告
書
を
作
成
す
る
機
会
を
え
た
の
で
、
そ 

.の
資
料
を
も
と
と
し
て
特
に
水
田
二
毛
作
地
帯
に
お
け
る
農
家
の
兼
業
也
を
、 

農
家
避
済
の
再
生
適̂

い
$
見
地
よ
り
ま
と
め
て
み
る
こ
と
と
し.た
。
す
な
わ 

ち
徳
島
県
一
集
落
、
香
川
県

一 :1

一
集
落
、
：
愛
媛
県
三
集
落
、
.
京
都
府
ニ
集
落
、
兵 

庫
県
三
集
落
、
岡
山
県
三
集
落
、
広
島
県
三
集
落
、
.鳥
取
県
三
集
落
、
：島
根
県 

111

集
落
、
山
口
県
三
集
落
、
福
岡
県
三
集
满
、
大
分
〃
県
三
集
落
、
佐
賀
県
三
集 

落
、
：
熊

本

県

三

簾

、
計
三
九
集
落
が
本
考
察
に
お
け
る
対
象
で
ぁ
り
、
三
集 

落
を
除
い
て
は
几
：て
水
田
率
七
，五
％
以

上

(

九
0

%
以
上
が
ー
ー
.
ー
集
落
を
占
め 

る)

、
，一
 

二
一l

i
が
ーI

毛
作
率
八
〇
％
以
上
と
い
う
、

水
田
二
毛
作
を
そ
の
'特 

質
と
す
る
も
の
"で
あ
る
0
'ン
.

ノ

本
稿
の
自
的
は
雑
多
な
問
題
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
て
い
る
当
該
資
料
か
ら
農 

業
経
営
組
織
、
，
土
地
利
用
度
を
検
討
し
履
傭
労
働
力
を
も
ふ
く
め
た
反
当
投
下 

.労
働
量
の
算
定
か
ら
、
各
集
落
に
お
け
る

「

農
業
経
営
に
よ
る
農
家
経
済
再
生 

産
可
能」

.の
た
め
の
限
界
経
営
規
模
を
措
定
し
、
兼
業
農
家
の
う
ち
農
家
経
済 

苒
坐
産
の
た
：め

の

不-^
欠
の
そ
れ
を
類
別
し

〜

商
品
市
場
及
び
労
働
市
場
と
の 

経

済

的•

地
理
的
関
係
を
考
慮
し
衣
上
で
農
産
物f

の
変
動
と
賃
金
水
準
と 

の
比
較
か
ら
限
界
規
模
以
下
の
農
家
が
経
営
組
織
を
よ
り
多
角
化
し
集
約
化
す 

■る
'
0よ
り
太
な
る
穷
働
量
を
農
業
部
門'に
投
下
ず
る
こ
と
に
よ.っ.
.て
家
族
労
働
.
 

力
を
完
金
燃
.焼
す
る)

こ
と
と
、
労
働
力
販
売
兼
業
を
行
う

(

農
業
部
門
外
'に 

労
働
カ
を
.移

動
:̂
';
2
,こ
.と
.で
；：完
全
燃
焼
す*?
>)

:'
こ
.
.と
，の一

5

の
.可
能
性
の
：下.，に
‘
 

水
田
ニ
毛
れ
§

で
は
い
：か
な
る.

1
ヤ
農
民
層
の
下
向
分
解
が
現
わ
れ:;
?
>か

;

t 七 

一
 

O

 

5)

.



を

検
M

せ

ん
.と

す

る

も

の

で

あ

る

。

(

注
，l
.

)

.

.

K

.

.

ヵ
ヴ
タ
キ
ー
著
、‘向
坂
逾
.郎
訳
-
.

「

資
本
家
社
会
に
お
け
■る
農 

業
の
：発
屁
1-
：

「

農
業
問
題J

1

八
一

頁

。
：
：

.
農

！！ ®

の
分
解
と
は
、
：
本
来
封
建
社
会
の
基
本
i

級

で

あ

?
た
農
村
に
お 

■

け
る
小
生
産
者
’

「

家
父
長
的
農
民
層J

の
根
本
的
破
壊
と
農
村
人
口
の
新
し
い 

.

型
I

農
村
ブ
.ル
ジョ

ア
^

丨

と
農

村

プ
ロ

レ
タ

リ

ー

アI

ト_
_

の

造
出

を
意
'

.

妹
す
る
。
す
な
わ
ち
社
会
的
分
業
の.粟
進
的
成
長
が
，ひ
き
お
こ
す
商
品
経
済
の 

.
展

開

が

中

間「

農
民
層」

を
犠
牲
に
し
て
そ
の
両
極
群
を
発
展
せ
し
め
つ
.つ
、
'

■:一
方
に
を
M
を
拡
張
し
常
雇
及
び
日
雇
を
雇
傭
す
る
富
裕
農
民

=
澈
品
生
産
者 

.

の
階
級
と
他
方
に
土
地
、
生
産
用
具
、
.

作
業
場
な
ど
生
産
手
段
を
喪
失
し
た
農 

，
業
賃
労
働
者
の
階
級
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
農
民
層
の
分
解
は
、
：し
た

.
 

が
っ
て
資
本
主
義
の
た
め
の
国
内
市
場
—

個
人
的
消
費
の
市
場
と
生
産
的
消 

費
の
市
場——

を
造
り
出
す
と
こ
ろ
に
そ
の
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
な 

.

け
れ
ば
な
ら
な
い。
；
.

•

こ
の
分
解
は
産|

本
主
義
段
階
に
入
，り
更
に
進
行
す
る
が
、
遵
民
の
労
働 

者
へ
の
転
化
は
エ
ンク
ロ
ジ
土
7
に
お
，い
て
の
.よ
ぅ
に
一
気
に
行
わ
れ
る
こ
と
：
 

な
く
窮1N

化——
> 

経
営
規
模
の
縮
小——

^
王
幹
労
働
力
の
部
分
的
賃
労
働
兼
業 

化
-
—>

農
村
プ
ロ
.レ
タ
■
■リ
ア
_丨
ト
^-
或
い
は
都
市
へ
.の
.移
住
と
い
う
形
態
を.

一

八
.(

一
一
S

 

.

.り

、

そ
：の
途4

ヤ
、'
家

族

は

賃

労

霧

化

す

る

：が
世
帯
ま
は
季
節
的
労

®

:

 

日

雇

い
.

製
炭
な
ど.を
兼
ね
■つ
つ
僅
か
な
父
祖
伝
来
の
田
畑
を
軸
作
し
窮
迫
販 

売
を
維
続
す
ると
い

う

半

プ

ロ.け
貧
農
が
数
多
く
つ
く
り
出
さ
れ
ズ
来
た
こ
と 

.

は
周
部
の
如
く
で
.
あ
.る
：。
独
占
資
本
主
義
段
階
に
入
る
と
、
：：
農
業
に
お
け
る
資 

本
主
義
の
発
展
は
エ
業
部
朽
に
対
し
て
相
対
的
に
ま
す
ま
す
お
く
れ
、

i

価 

格
差
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
な
不
等
価
交
換
に
よ
っ
て
当
該
部

g
:

に
お
け
る
新
た 

な
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
形
亂
を
謹
と
す
る
か
ら
、
"
地
帯
間
で
い
ち
じ

る 

し
.い

不
均
等
な
発
展
：テ
.
ン
：ポ
を
示
し
：つ
：つ
も
小
経
営
の
上
向
分
解
は
：い
ち
じ
る 

.

U

く
緩
慢
に
な
り
、
：
特
殊
の
形
態
を
う
け
と
る
。

H
i
：

分

解

は

.た

え

ず

進

行

す
 

石
が
完
金
な

：
「

脱
農
民
化」

'\

の
形
態
を
と
ら
ず
広
汎
な
農
村
プ

ロ

レ

タ

リ

ア1
 

ト

=
土
地
特
ち
労
働
者
と
前
記
の
如
き
零
細
農
民
を
底
逛
と
す
る
中
淵
農
民
層 

を
再
生
産
する
よ

う
に
な
る
。

こ

の

い

わ
ゆ

る

"
独
占
資
本
主
義
段
階
に
お
け

.....
 

.

.

.

.

.

. 

、

：

(

注
'
"

)

'
'

る
両
極
分
解
の
変
形
と
し
て
の
中
農
標
準
^

^
向
"
な
る
も
の
は
日
本
の
よ
う 

に
農
業
部
門
に
お
け
る
資
本
主
義
の
成
立
‘が
お
く
れ
、
農
民
層
の
分
解
が
正
常 

に
進
行
し
な
い
ふ
ち
に
独
占
資
本
主
義
段
階
に
入
っ
た
後
進
国
に
お
い
て
は
初 

期
か
ら
現
わ
れ
る
現
象
で
あ
づ
だ。

■

*

 

.

,
 

,
.す
な
わ
ち
改
革
前
の
日
本
に
お.い
て
は
、
上
向
分
解
は
家
族
労
慟
カ
で
響 

で
き
る
最
大
限
た
る
一.一

町
を
大
凡
の
限
界
と
し
て
寄
生
地
主
を
結
実
し
、
卞
向 

分
解
比
自
作
、
自
小
作
が
土
地.を
手
離
し
て
小
自
作
、
小
作
と
なっ
て
半
封
建 

'的

地

生
•
小
作
関
係
に
組
み
い
れ
ら
れ
、
総
体
と
し
て
窮
乏
化
し
た
農
民
と
し 

て
土
地
に
固
着
せ
し
め
ら̂

)

経
営
規
模
を
.と
づて
み
れ
.ぜ
|
町
丨
ニ
»1
_

の 

増
大
と
い
う
形
態
で
あ
ち
わ
れ
る
。
し
か
し

T

方
で
'は
絶
対
的
'な
農
家
総
数
の

ニ

農

民

層

の

分

解

と

：
 

-

' 

.

.
 

•

農

村

プ
ロ
レ
，
タ

リ

ア

ー

ト

の

形

成

紘
少
が
貧
労
働
统
檠
を
伴
う半
プ
ロ 
•
.

ブ
ロ
い
タ
リ
ア
化
の
進
行
を
示
し
て
い 

る
点
に
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

-
-

 

農
地
改
革
は
小
作
地
を
激
減
せ
し
め
現
物高
率
小
作
料
を
農
家
亥
出
の
中
か
.
 

ら
消
滅
さ
せ
た
が
、零i

営
を
解
消
し
え
ず
、
更
に
戦
後
に.お
け
る
商
品
経
済： 

の
大
幅
な
浸
透
は
農
家
の
各1

を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
程
度
と
仕
方
で
経
済 

変
動
の
.波
に
直
面
さ
せた
。
い
ち
じ
る
し
い
商
品
市
場
の
拡
大
は
経
営
の
多
角 

化
を
可
能
に
し
、
地
方
労
働
市
場
：の
形
成
と
そ
：の
拡
大
は
農

i

業
の
機
会
を 

手
近
.に
.つ
く
り

出
し
た
o
.こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
に
お
い
て
、
特
殊
な
商
業
作 

物
た
と
え
ば
果
樹
地
帯
に
お
け
る
若
干
、
.米
作
地
帯
に
お
け
る
四
町
以
上
層
な 

.
ど
の
上
向
農
家
は
洛
て
お
き
、
下
向
分
解
過
程
に
あ
る
農
家
経
済
の
苒
生
産
を 

補
塡
す
る
も
の
と
し
て
.一
方
で
は
そ
の
農
業
経
. #

組
織
を
.変
え
商
業
的
作
物
の 

導
入
に
よ
る
家
族
労
働
力
の
完
全
燃
焼

——

現
金
収
入
の
増
大
を
は
か
り
、
.他 

方
で
は
過
外
な
耕
地
を
自
家
消
費
に
あ
て
§

の
ま
ま
安
定
し
た
職
業
に
よ
る■
 

労
働
力
販
売
を
行
う
よ
う
に
.なっ
て
来
た
。
'戦
前
をも
ふ

く

め

た
こ
の
よ
う
な
，
 

兼
_

家
の
，増
大
，は
後
述
の
如
き
様
の々
夾
雑
物
を
含
ん
で
い
る
が
勤
於
盼
む 

は
潜
在
的
な
.

r

脱
農
民
化
J
、
T
向
分
解
に
よ
る
農
村
プ口
レ
タ
リ
ア

ー
ト
化 

の
過
程
と
し
て
理
解
さ
れ̂
は
な
ら
な
い
。

.

/

し
か
し
な
が
ら
従
来
のi

で
は
、’農
家
か
ら
家
族
構
成
員
が
一
入
で
も̂

:
 

業
を
行
っ
て
い
る
場
合
で
も
兼
業
農
家
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
に
、
上
層
農
を 

も
ふ
く
め
た
農
家
の
家
族
員.の
、
分
家
に
代
え
た
自
立
化
を
目
的
と
し
た
賃
労 

働
者
化
、
或

い

は

自

霞

従

事

を

「

脱
農
民
化」

と
同
一
視

す

る

誤
り
を
犯
し
.
 

下
向
分
解
を
過
大
評
価す
る

お
そ
れ
.のあ
る

と

と
、
又
農
林
省
の
農
家
規
定
の.

農
民
層
分
解
に
関
す
る
一
考
察
 

.

不
適
当
さ
か
ら
事
実
上
脱
農

民

化
し
た
農
村
プ
口
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を

第

二

檻
兼 

業
農
家
と
し
て
農
民
の
側
か
ら
の
み
把
握
す
る
た
め
に
農
民
層
の
下
向
分
解
を 

明
確
に
把
握
しに
く

く

な

る可
能
性
が
伏
在
す
る
。
し
た
が
つ
て
ポ

m

で
は
与 

ぇ
ら
れ
た
水
田
ニ
毛
胙
输
帯
の
資
料
か
ら
、

1

農
業
収
入
と
農
外
収
入
の
比
率
、
.

：

そ
の
経
営
規
模
別
各
階
層
に
お
け
る 

差
異
を
明
ら
か
に
す
石
こ
と
か
ら
兼

1

の
進
度
を
検
討
し
:.
-

:

■
2 

:

そ
の
職
種
か
ら
水
田
ニ
毛
作
地
散
の
労
働
市
場
を
考
察
し
て
当
該
地
帯 

'

に
お
け
る
兼
業
の
存
在
形
態
を
考
察
し

-

3

兼
業
に
従
事
す
る
労
働
力
の
農
業
経
営
に
お
い
て
し
め
る
位
置
の
検
討

. 

■

か
ら
既
述
の
如
き
分
解
適
程
に
あ
る
兼
業
農
家

——

支
柱
労
働
力
兼
業 

——

を
其
の
他
一
般
の「

兼
業
濃
^

J

か

ら

赞

別

す

る.

■>
-」

と

力

ら

始

め

る

こ.と

と

す

る

。

け
.だ

し
.

「

農
民
層
が
農
業
的
職
業
と
営
業
的
職
業
と
を
応
汎
に
結
合
し
て

‘
，い. 

る
場
合
に
は
、
.
.農
業
：の.規
模
及
び
型
に
よ
る
分
類
と
、
意
朱
の
規
模
及
び
型
に 

よ
る
分
類
と
の
組
合
せ
が
必
要

」

で
あ
り
、
更

に.

「

営
業
.象
の
中
に
お
い
て
経

.(

注
？)

営
主
が
賃
労
働
者
か
ら
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

J
.

か
ら
で
あ
る
。

(

注
1)

w
. M

a
r
x
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s Da
s
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)

:.
,本
主
義
办
発
遴-1」

上
巻
、
.岩
波
文
庫
、
. 一
一H

l

n-A
頁
、
'七
五
、
：
二
一.
一、、 

V
'
J
. 
土 
九
、
.'1.
•五
八
：頁
、
.
-
十

.

〈

注
2 

V 3)
.

.
「

経
：営
の
規
模
が
非
常
に
小
さ
い
こ
と
、
労
働
カ
6

^
摩
パ
=「 

無
産
農
民

'闇
の

',「
.営
業」)

/£
■.

<
し
て

.は
生
存
し
え
な
い
こ
と
、
お
そ
ら
く 

分
有
地
を
持
た
ぬ
勞
働
者
の
生

.活
水
準
に
劣
り
さ

-え
，す
る
と
こ
へ
ろ
め
極
度
.に 

低
い
生
活
永
準
以
上
が
：農

朴

プa
レ
タ
リ
ァ
ー
ト

.の
区
別
的
諸
特
徴
で
.あ 

'.
.■
•
.
'
る
。」

「

.資
本
主
義
竹
土
地
を
持
た
ぬ
自
由
な
労
働
者
を
必
要
と
す
る
と
い
ぅ 

:

あ
の
理
論

.の
命
題
が
：^
ば
し
ば
余
り
に
紋
切
型
に

.

.
理
解
さ
れ
て
い
る
。」

レ 

.

> 1
ン
、
r

発
達」

前
掲
售
、
ニ
七
四
頁
。 

.

■•

(

法
4)

.「

資
本
主
義
社
会
'に
お
け
る
農
民
層
の
分
解

」

.'が
必
ず
し
も
明
白
な 

へ.両
極
分
解
の
現
象
を
と
ら
な
い
と
と
は
、

か
つ
て
カ
ゥ
ツ
キ
ー
が
べ
ル
ン

グ
.
 

.

.ユ

.タ

.
V
V、
ダ
ビ
ッ
ド
と
論
争
し
、
或.い
.は
.
.ロ
.シ
.
.ア
'に
お
.い
て
レ
~ 
二
ン
.が
.ナ 

口
丨
ド
ーi

キ
と
論
戦
し
.た
极
拠
で
あ
，：っ
た
事
、
周
知
の
如
く
で
あ
：る
:0
彼
ら 

,
.
が
間
題
と
し
た
一
九
世
紀
來
の
ぞ
の
澳
象
は
独
占
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る 

:

あ
る
程
度
長
期
的
な
統
訃
資
料
の
得
ら
れ
る
現
在
依
然
と
し
て

T

中
農
肥
大 

化」

傾
向
と
し
て
規
わ
れ
て
い
る
。

こ
の̂
に
関
し
て
，石
渡
貞
雄
氏
は
近
作 

の
一‘一

著
を
.主
と
し
.て
そ
の
研
究
に
あ
て
ら
れA 
.

「

独
占
資
本
主
義
段
階
に
お 

け
るR

翁
業
と
農
業
の
不
均
等
発
展
が
そ
の
間
に
質
的
相
違
I

独

占

.'.
'

非 

独
占——

を
極
端
に
形
成
さ
せ
、

」

そ
の
対
立
が
農
業
部
門
の再
生
産
構
造 

'
.に
圧
力
を
か
け
.(

地
代
と
利
潤
の
迀
匝
的
対
立
、
鋏
状
価

格

差

〕

上
向
分
解 

を
.阻
止
す
.る
ば
か
り
で
な
く
資
本
主
義
的
大
経
営
を

「

逆
分
解」

さ
せ
、

「

富 

農
や
.中
農
に
解
体
さ
：せ
る

」

、
又
中
農
は
落
層
も
す
る
け.れ
ど
も
、

家
族
労

'

.

zl
o
'
c
l
, 

H
O

:働
カ
.に
'
#と
し
.て
：依
存
し
て
：̂
る
か
ら
不
利
众
条
件
下
に
あ
っ
て
も
農
業
支 

:

出
の
商
で
妄
定̂

が
強
く
、,-
.貧
罾
分
解
、

」

土
地
放
棄
の
面
：積
に
比
例
し
て
経 

.営
拡
大
を
行
ぅ
屯
農
の.下
層
、
上
向
的
な
貧
農
が.中
農
：に
上
昇
し
て「

中
農 

肥
大
.化」

.が
現
象
す
る
、
と
説
明
さ
れ
る'
.

(
F

農
垮
分
解論

：！

一
 1

,

六
頁1

:
1

 

.四
：四

頁
.>「

農
業
理
論
入
門.
0，
--
七
八
頁
以
下)

--
0

:日
本
に
お
い
て.は
：「

地
主 

的
土
地
辦
有
と
独
占
資
本
の
ー
一
重
作
用
で
上
向
分
解
の
面
で
は
.富

農

さ

え 

1
1白
1
>
&
1
3
^
.
3
0
3
1
6
:

に
し
、

若
中
の
中
農
上
向
化
と
，下
向
分
解
が
進
行
す 

る
の
で
中
農
.肥
大
化
現
象
が
あ
ら.わ
れ
た」

と
'す
；る
栗
原
百
寿
氏
へ

「

日
本 

農
業
.の
基
礎
：構
造
，

」

A

x

i

J

>

「

現
代
.日
本
‘農
業
論J

，
三
五
頁)

を
つ 

，い
.で
、
--
.
チ
ャ
ノ
フ
流
1-
-
の
家
族
労
働
力
の
，完
全
燃
焼
と
い
ぅ
強
み
に
基
づ 

■く
自
家
労
働
.力
評
価
の
いち
じ

る
し
い

低

さ「

自
己
^

取」

を
て
こ
と
し
、 

長
子
相
続
制
と
家
父
：長
的
家
族
制
度
の
結
合
此
た
.、
.

「
一

定
の
土
地
の
伝
承」 

に
支
え
ら
れ
、
中
農
の
分
化
，
分
解
を
ニ
，

.
H男
の
分
解
に
.矮
小
化
さ
せ
る 

こ
と
'に
ょ
づ
て
、
日
本
的
特
殊
俾
と
そ
の
強
固
さ
が
生
じ
た
と
さ
れ
て
い
る 

(「

農
民
分
解
論」

ニ
四
三
、
：
ニ
四
八
、

ニ
五
一
、

U

五
三
、

ニ
六
六
頁)

。

:

こ
の
見
解
は
戦
後.に
.つ
い
.

V

も
基
本
的
に
は
変
化
し
て.：い

な

い(

ニ
七
三
、

一
一
七
六
丨
七
頁

)

が
、
下
向
分
解
は
寄
生
地
主
制
の
廃
棄
に
ょ
り
小
作
化
を 

-
'通
過
せ
'ず
•直
接
に
労
働
者
化
を
と
る
こ.と

(

五
反
未
満
層
の
脱
農
化
の
激
化 

を
ふ
く
め
てX

 

ニ
つ
の
途
の
展
開
が
形
式
的
可
能
性
し
か
有
せ
ず
と
も
、 

そ
の
わ
く
の
中
でf

分
解」

.を
檢
討
す
べ
き
こ
と(

ニ

八I

頁

『

入
門」

三 

.1'

五
、
三

三r
頁)

が
，加
え
ら
れ
て
い
る
。

一
般
論
の
部
分
に
つ
い
て
は 

「

独
占
資
本
主
義
段
階
：に.ぉ
け
る
農
業
部
門
の
資
本
関
係
の
衰
退
，，
逆
分
解

」

と
い
う
理
解
に
は
問
題
が
あ
る0

ァ
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
資
本
主
義
的
大
経
営

. 

.
の
減
少
は
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
衰
退
で
な
く
、
諸
資
本
間
の
競
争
に

よ
：.

.
 

.る

脱
落
を
と
も
な
つ
た
農
業
部
門
か
ら
の
資
本
の
引
上
げ
に

よ

る

も
の
で
は 

な
い
か
。
オ
畠
営
数
は
減
少
し
て
も
生
産
力
は
増
大
し
て
い
る
か
ら
農
産
物 

商
品
量
は
減
少
し
て
い
な
い
で
、
社
会
的
使
用
価
値
.と
し
て
必
.要
な
大
部
分 

の
農
産
物
を
、
資
本
家
的
大
経
営
と
家
族
労
働
力
屮
®
傭
労
働
力
の
富
農
経，
.
 

営
と
で
生
産
七
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
@

,

r

®げ
c&
p

s
 

A
m
e
r
i
­

c
a
n
.

 A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
e
,

 

I
t
s

 

S
t
r
u
c
t
u
r
e

 

a
n
d

 

p
l
a
c
<I
>

ぼ

ĉ
げ 
0
H
C
O
P
-

o
m
y

 

s
'
p
. 

5
6

し
こ
れ
に
対
し
て.他
方
僅
；か
の
商
品
生
產
を
行
う̂.
0
2.
<
1(1
)
1
1丨 

t
i
a
l
.
f
a
r
m

及
び
そ
れ
以
下
の
家
族
労
作
経
営
と.へ
の
分
化
-が
あ
，
る
9

従
'
'•
:
 

.
，っ
て
彐
中
農
肥
大
化
傾
向

」

な
る
も
の
は
、
農
業
部
門
独
自
の
件
の

「

諧
条 

件」

Ic
i

る
発
展
の
不
均
，等
性
が
独
占
資
本
主
義
段
階
：で
き
わ
め

•て
い
ち
じ
..

 

る
し
く
な
り
、
独
占•非
独
占
の
対
.立
：が
そ
：.れ
に
加
重
さ
■れ
て
，、
：T—
1
農
業
に
お 

け
る
資
本
主
義
の
力
の
弱
い
こ
と
を
立
証
し
.たj

「

逆
分
解」

の
結
果
で
は
な 

く
、
そ
の
不
利
な
条
件
の
た
め
に
農
業
部
門
内
の
競
争
が
.激
化
し
、
ご
く
僅 

か
の
資
本
ま
義
的
大
経
営
を.、の
こ
し
て
.其
の
他
：は
平
均
利
潤
以
下
し
か
獲
得 

で
き
な
い
た
め
にj

都
分
は
農
業
.か
ら
資
本
を
引
き
上
げ
、

一

部

は

経

営

規.

.

模
を
縮
小
し
、pa

r
t
-
t
i
m
e

H

a

&

e

r
ト
な
ど
に
も
零
落
し
た
と
考
え
る
ベ 

き
；で
は
な

が

ろ

う

か

◊
全
国
平
均
の
統
計
資
料
の
同
じ
数
字
は
こ
の
よ
う
に 

も
よ
’み
と
れ
る
よ
う
に
思1
。
農
業
に
お
い
て
資
本
主
義
が
基
本
的
に
確
立 

し
て
い
る
：場
合
：の
、

「

中
農」

の
数
の
相
対
的
増
大
と
い
う
形
態
.は
い
わ
ゆ 

る
.
.

「

農
民
層
の
分
解」

の
理
論
-—
*
本
で
説
明
さ
れ
で
は
な
ら
ず
以
上
の
よ.'

農
民
層
分
解
に
関
す
る
一
考
察

う
な
賢
本
の
法
則
の
媒
介
を
も
.必
要
と
す
る
。
ァ
メ
リ
ヵ
に
お
い
て

農
家 

(
f
a
r
m
)

絶
対
数
の
継
続
的
減
少
も
こ
の
点
か
ら
見
の
が
さ
れ
.て
は
な
る
ま

r 

0丨
こ
れ
に
対
し
て
ぼ
ネ
の
瘍
合
の
中
農
を
増
大
せ
し
め
る
条
件
は
氏
の
指
摘 

さ
.れ
る
如
く
で
あ
る
と
考
え
る
がV
.こ

こ
に
も
一
.
つ
の
問
題
を
持
つ0
大
内 

力
氏
，も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
ハ

「

員
豸
経
済」

八
〇
頁〉

経
常
規
模
の
視
角 

か
ら
み
れ
.は

f

規
在
一
.ま
わ
り
.小
さ
く
な
，
?た
中
農
肥
大
化'の
軸
：

」

7

一
 

町
' 

五
.反
層
は
後
述
す
る
よ
う
に
た
し
か
に
家
族
労
働
力
の
完
金
燃
焼
可
能
の
、

.

V
わ
ゆ
る
.
.

「

範
疇
と
し
て
の
小
農

」

に
煦
応
す
る
中
農
層
で
あ
る
が
、
.
農
産

物
価
格
の
低
さ
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
る
農
業
労
爾
の
社
会
的
価
値
実
現
の
低 

.さ
に
よ
ゥ
農
業
に
：よ
る
農
家.経
済
の
再
：生
.産
が
腺
証
さ
れ
ず
、
兼
業
化
の
傾 

向
に
：あ
る
-こ
.
.と
、
従
っ
て
.形
態
.的

に

は「

中
農
肥
大
化j

で
あ
る
が
、
'実
質 

.

的
に
は
身
業
確
立
限
界
線
す
れ
す
れ
の
農
民
層
の
相
対
的
増
加
に
す
ぎ

.ず
、 

果
樹
地
.帯
、
米
作
地
帯.の

'部
の
：上
向
農
家
を
別
と.
.ず
れ
め
、

五
反
未
満
層 

の」
「

，事
実
上
の
脱
農
民
化1_
、
農
家
総
数
の
維
続
的
減
少
と
と
も
に
総
体
と 

し

て「

分
解」

は
お
し
.す
す
め
ら
れ.て
い
る
点
.を
そ
の「

中
農
肥
大
化
現
象1_

の
中
に
#

調
す
べ
き
で
'は
な
い
，，か
：
..と

考

.X

.
,る
。一：.

〔

そ
の
：点
本
稿
脱
稿
後
，手
に 

す
る
と
と
一
の
で
き
た
大
内
力

「

農
民
層
の
分
解
に
関
す
る
：
ー
.：試
論」

(

有
沢 

.H

巳
.還
臀
記
念
論
文
集
上
巻

)

:
で
は
''
.前
者
の
問
題
と'関
邀
し
て
大
：内
氏
の 

.

「

脱
農
業
化」

广
と-分
解
.；の
進
展(

一&

'0
1
 
ニ
o
一—-
頁)

、
後
者
.に
つ
い
て
は
、

.

「

中
間
層
自
体
が
全
体
と.し
て
み
れ
ば
■半
プ
ロ
レタ
リ
ア

化
す
る
.
'と

：い
う
い

わ
ば
隠
密)

の
没
落
過
程
1_
. 

0ー.〇
七
頁》

と
い
ぅ
考
え
.方
にM

致
す
る
。〕

-

: 

;

.

, 

. 

- 

'

5て

2

1
七
>
:

.

.

.
■
- 

: 

'
■
'



■ 第四表広島県深安郡深安町0 舞落

摘
営\ 耍

m  \

，農
，家

一 .'

で数

支兼戸 

往藥

働農 
力家数

階 層別 — 戸 当 平 均 取 入 ；' '.V .

農 業 収 入 農 外 収 入 T 農 言 収  
(合

入
計)

反..: ぃ 戸 戸 デ。 円 % : ^ ' '  °A
0〜3 B . 3 1,533 1.4 106,666 98.6 108,199 100
3〜5 4 3 62,394 43.8 80,000 56.2 .142,394 100
5〜7 3 2 89,016 88,2 12.000 11.8 101,016 100
7〜 8 . • 3 0 165,965 100.0 0 / 165,965 100
8〜10、 5 1 237,339 93.5 ' 16,000 6.5 258,889 100

• 計 .''ン: 18 9
集 落 総 額 2,205,815 72.1 853,200 27.9 3,059,015 100

.第三表兵庫県印南郡西神吉村T 筚落
■KaMMgnaDEaaBOHBBMMi

摘
営 \ 要  

面 \  
積 \

農

家

戸

数

友 兼 戸

柱 举

労
m

力家 数

階 層 別 一 p 当 平 均 収入
.- '■ 

m 業 収 入 . 農 . 外 収 入
農 家 収 

( 合

入

計 )

. ' . . . 反 . 戸 戸 % % 円 %
0〜 3 3 4 8,666 1.8 198,000 98.2 201,666 100
3〜 5 3 2 9,000 5.7 150,000 94.3 159,000 100
5〜 7 2 0 45,400 100 0 - 45,400 100
7〜 8 2 1 108,000 56.9 82,000 43.1 190,000 100
8〜 10 6 1 146,133 65.3 81,000 34.7 227,133 100

10 〜 12 0 0 ----- 0 -- 0 _ .―-

12 〜 13 1 238,800 55.8 190,000 44.2 428,800 100
1 3 - 1 5 ；; 1 240,000 100 0 ―一 240,000 100
、’ th 18 8

: 集 落 、総 額 1,680,000 48.3 1,802,000 51.7 3,482,000 100

,
摸
に
必
ず
し
も 

農
家
所
得
が
比 

例
せ
ず
経
営
規 

.

.摸
小
な
る
も
の\ 

必
す
し
も
貧.因 

と
は
い
え
ぬ
こ 

.

と
で
.あ
る
。.
.す
.. 

，
な
わ
ち
第
四
章. 

'
に
お
.い
て
確
定 

す

る「

農
業
释 

:

営
.に
ょ
る
農
家 

経
済
再
生
産
可 

能
限
界
線」

以 

下
の
#

業
影4

 

は
多
く
と
し
よ 

り
、
や
も
め
ぐ 

ら

し

の

，兼

業

労 

働

力

を

持

た

'
ぬ 

平
均
家
族
構
成•. 

'
以

下

の
*

家
. 

.で
、.
ほ
そ
梂
そ「 

.
と
，

「

分
有
地
.を

農
民
層
分
解
に
関
す
る

1

考
察

持
た
ぬ
労
働
者
の
生
活
水 

/

準
に
劣
る」

殳
に
罾
し 

.
て
い
る
事
が
い
え
る
が
い 

:T

般
的
に
三
反
未
満
の
兼 

.

業
農
家
収
入
は
農
業
収
入 

に
.主
と
し
て
依
存
す
る
七

. 

.•
反
以
上
層
に
比
べ
て
必
ず'
'
 

し
も
低
く
な
い
所
に
水
田 

ニ
毛
作
地
帯
の
.特
質
を
み 

;
る
-こ
と
が
で
.き
よ
ぅ
0-
農 

:
外
収
入
が
：主
と
し
て
労
働 

力
販
売
.に
ょ
'る

.%
の
で
あ
.
 

る
以
上
農
外
支
出
は
余
り 

.

多
く
な
い
が
農
業
収
入
か.

,

ら
四
割
が
農
業
支
出
と
し 

て
さ
し
ひ
か
れ
る
こ
と
を 

V

考
え
れ
ば
農
外
所
得
と
農'
 

:'
•
業
所
得
'と
の
比
率
は
更
に 

.
'■前
者
が
す
'っ.と
大
き
；く
な
.
 

る
事
が
予
想
'さ
れ
る
。
'

:

■広
島
県
の
ニ
つ 
'の
集
落 

に
お
い
て
は
農
外
収
入
が
：

一：

1

三
.
'
.

C
V

 

一
：九)

.

第二表京都府福知山市S 集落

i v 摘
要 

面\  
橫 \

農

戸
数

支兼戸 
住參

l i
力家数

: V 階：層 别 平 # - 1 戸 当 t> 収 入 、

農 業 収 入

» ......
農. .外..収 入

農 象 収 入  
(合 計 ） •

反.. 尸 芦 r a % 丹 % %
0~3 4 3 14,000 7.0 186,500 93.0 200,500 100
3〜 5 12 9 , .48,777 22.5 164,600 77.5 213,377 100
5〜 7 14 7 88,857 38,0 : 185,200 62.0 218,557 100
7〜 8 2 2 105,500 28.1 270,000 71.9 375,000 100
8〜10 1 0 77,000 100,0 0 77,000 ; 1 0 0
計 33 21 , •
集 落 総 額 2,050,000 28.4 5,185,000 71,6 7,208,000 100

C

注
5
,

)
:

「

戦
前
わ
；が
国
に
：お
け
る
小
作
農
お
ょ
び
自
作
兼
小
作
農
は
そ
の
本 

..
'■:

質
に
お
い
.
.：て
潜
茌
的
過
剩
人
ロ
な0
で
：；ぁ
.る
1_
_(

風
早
八
十
1
:ー
--
1
日
本
社
会

ン
政
笫
史」

.
'
1
.
1

四
頁)

，

-
,
.、'
:
;

「

■

い
.
：
.
：.■

(

法
6)

：
東
北
：で
は
.一
反
、
へ
近
畿
で
は.

五
：：

畝
以
土
耕
作
し
て
農
燊
経
営
を
営
む
へ

i
 
の
:0
'
.
、;:
:

:
:
.
:
.
:
.
'
■■
• 

一.
,'
:

'

(

法
グ)

レ

ー
-
ン
、F

発
達」
V
前
掲
軎
、
：
 

一
二
.三
頁
”

‘

. 

- 

.

.

.

:

三
水
田
ニ
弔
作
地
帯
に
お
げ
る

,■

■

■:
兼
業
農
家
.の
存
在
形
徽
と
そ&

特

質
:

_
1般
にU

毛
作
地
帯
：に
お
い
て
兼
業
比
率
の
高
い
：

U
.

と
ほ
周
知
の
如〜

：Vで
あ 

る
が
、:,
わ
れ
わ
れ
の
資
料
か
，ら
具
体
的
に
み
る
な
ら
ば
^
業
濃
家
戸
数
が
総
農 

.家
戸
数
の
五
〇
％
を
こ
え
な
い
集
落
は
竺
九
中
僅
か

 
一
一
、

3
;に
ず
ぎ
な
'い
.こ
.と 

が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
ぅ
ち
兼
業
化
の
進
度
を
示
す
も
の
と
し
.て
は
京
都
府
福 

知
山
市
S
集
落(

第
一
一
表>
.に
そ
の
極
踹
な
例
が
み
ら
れ
る
。

：

兼
業
農
家
はm

三 

戸
中
ニ
ニ
尸
で
あ
る
が
集̂

*
家
収
.入
総
瀕
：の
.-
:5
ち
.七
ー
：
•，：六
％
が
農
外
収
入 

:に
ょ
る
も
の
で
八
反
似
上
の
専
業
農
家
を
除
い
て
は
各
層
.と
も
農
外
所
得.の
.方 

が
上
廻
る
。
こ
れ
ら
兼
業
農
家
は
凡
て
国
鉄
、事
務
員
、
運
転
宇
等
の
労
働
力
販 

売
で
あ
る
け
れ
ど
も
注
意
さ
る
べ
き
こ
と
は
、

.
本
德
落
は
：山
ロ
県
宇
部
市
尺
集 

落
の
如
く
炭
鉱
或
い
は
工
場
の
？
&

地
帯
に
お
け
る
自
給
農
家
に
ょ'?
て
で
は 

な
く
、
，農
産
物
販
売
額
，ニ
万
円

—

五
万
円
の
半
商
品
生
産
九
戸
、
五
万
円
以
上 

I

一0
万
円
.の
商
品
生
産
ニ
〇
戸
を
数
ぇ
る
、
主
穀
、
蔬
菜
、

H

芸
作
物
、
桑
苗
、
， 

畜

産
:

蕃
番
を
営
む
複
合
的
商
品
生
産
農
家
に
.よ
っ
て
古
め
ら
れ
て
い
る
点
で

:あ

る

。
,^
こ

に

労

働

市
 

場
ヒ
近
接
し
商
品
経
済 

の
深
く
浸
透
し
たi

g 

'作
地
帯
の
兼
業
存
在
形 

態
の
一
つ「

の
典
型
を
見 

る
事
が
で
き
よ
ぅ(

そ 

の
内
容
は
第
三
章
に
お 

M
い
て
展
開
す
る)

。

■:兵
庫
県
印
南
郡
西
神 

#
村
1
集
落(

第
三
表)

.
に
お
い
て
は
十
八
戸
中 

兼
業
農
家
は
十
一R

、

集
落
総
農
家
収
入
の
ぅ

.

.
'
ち

農

外

収

入

五

 

一
•
セ

%
、
当
然
階
層
別
に
み

' 

,
れ
ば
上
層
.ほ
ど
農
業
収

■入
が
多
く
下
層
ほ
ど
農

外
収
入
が
多
い
け
れ
ど

も
、.
こ
こ
.で
注
意
す
ベ

き
は
農
家
所
得
が
上
層

に
至
る
ま
で
農
外
所
得

に
影
響
さ
れ
、
経
営
規



• 第六表広島県深安郡深安町0 集落

• 第七表香川県木田郡三木町H集落

\ ^ . 教

•経 \  ’嬰 

営 \
義 \

農

家

m

支 柱 % \ 働 力 兼 業 其の他の家族員の兼業

小 土 農 公 呉 会 ：n

f l  t f 服 :社 f  
声 役 | 小 1  
樂 夫 現 使 商 員 夫

、 計

粗 事 ’農 看 店 大  
. . 協  .
賃 務 繁

人
摺 員 夫 婦 員 エ

計

0〜3 反 3 戸 1 1 1 3 戸
> : 1 ハ ， . - . -

. 1 コ、： 1 人

3〜 5 4 ■ . . . 1 1 2 1 B
5〜ぎ 6 1 1 ..... 2 . 1 .... 1

て7ニ 8 3 i f
8~ 10 7 . •  ... ■ 1 1 . . ;..リ: 2

, 1 0  〜 12 1 .

12 〜 13 , 0 ' ン ' ノ
i > •

13 〜 15 0 ‘ ' ：, ■ .

15 〜 20 : ' : ノ 1 . .

.

1 1 . . . • 1

許 25 1 1 l i  l i 1 7 1 1 1 1  3 1
' .へ . . ，'. -

8

:摘

営 \ 要

羹 篇

\

農

家

戸

数 …

支 柱 W - 動 ，力 兼 業 丼の他の家族員の兼業

k .自 自 教 吏 外 銀 教 小  
機 常 育  
具 営 委  
取 ノ 員 交 行  
売 リ 大 会  
店 キ 主
員 業 工 事 員 員 員 員 使

計

吏 教 職 工  

員 厚 人 員

計

0〜3 反 3 戸 2 1 3 戸 0 人

3〜 5 4 1 1  1 3 1 1 2
6〜 7 * 8 1 1 2 1 1
7 〜 8 3 0
8〜 10 5 1 1 1 1
針 18 1 2 1 1 0  1 1 1 1 9 2 1 1 4

農
民
層
分
解
に
関
す
る

一

考
察I

!
\

p

I

4

f
b

別
す
る
こ
と
。
こ
れ
を支
柱 

労
働
i

業
と
名
づ
け
る
。

::

こ
：の
場
合
其
の
他
の
家
族
員 

が
農
業
^
^
業
し
て
い
る
事 

を
当
然
ふ
く
む
0.
従
っ
て
農 

業
経
営
に
お
け
る
主
幹
労
働 

.力
と
考
え
ら
れ
る
世
帯
主
が 

.
こ
の
専
業
確
立
^
;
線
奴
上 

の
経
営
規
模
か
ら
出
て
.い
る 

場
合
は
農
民
層
分
解
の
一
般 

.
的
趨
勢
.と
.は
一
溶
無
関
係
な 

も
.の
：と
理
解
す
る
。

-

当
該
限
思
線
以
下
で
あ
？ 

て
も
、
そ

の「

兼
業」

'の
職 

植
が
本
来
的
に
主
た
る
職
業.
 

で
あ
る
場
合
.、

(

元
地
主
0'
俸 

:袷
生
活
者
、
農
村
家
内
エ.業
：
 

経
営
者
、
店
鋪
を
持
つ
商
人 

な
ど
：が
他
方
、王
と
し
て
自
給 

を
目
的
と
し
た
農
業
経
営
を.
 

(

行
つ
て

1>
.る
よ
ぅ
な)

、
.，」

れ 

ら
は
従
来
の
区
分
に
よ
れ
ば

ニ
.五
.(

5

.

1

V

第主:峩成島県加茂郡川尻町K 集落
' • . . ' • ■ . * 、 • .' - • ハ' % •'■' _'■••'■ " _'. _ •  . • :-.-一,- . '

摘
営 \ 要  
規 \  
模 \

農

家

戸

数

支兼戸 

，業

蛐農
力家数

階 層 別 一 戸 当 平 均 収 人

農 業 収 入 農 外 収 入
農 家 収
. . . (合 .

入

計)
反 戸 戸 n % PJ . 。ふ PJ %

0〜 3. 15 12 32,873 24.8 127,807 75.2 160,680 100
3〜 5 7 3 117,651 42.1 124,5?1 57.9 242,222 100
5〜 7 5 3 73,270 45.7 88,400 54.3 161,670 100
7〜 8 ， 1 0 35,680 100.0 0 -- 35,680 へ 100
8〜 10 1 1 36,400 18.5 162,000 81.5 198,400 100

10 〜 12 1 0 38,260 100.0 0 ■*— 38,260 100
計 30 19
集 m 総 額 2,947,760 43.7 3,797,000 56.3 6,744,760 100

. . . . . .

農
業
収
入
に
反
比
：例
す 

る
た
め
に
、
或
い
は
農
：
 

業
経
営
に
商
業
的
作
物 

の
導
入
が
下
層
か
ら
行 

_わ
れ
耕
地
面
積
に
比
例'
 

し
て
農
業
収
入
が
増
大
：
 

し
な
い
た
め
に
農
家
収 

入
の
大
い
さ

を

決
定
.す 

る
要
因
が
十
方
的
に
農 

外

収

入

と

な
つ

て

い 

る
。

一
町
以
上0
専
業 

農
家
の
農
家
収
入
が-H 

反
以
下
'の
兼
業
農
家
収 

入
の
^

に
も
み
た
な
い 

と
レ
ぅ
と
こ
ろ
に'ニ
毛
.
 

作
地
帯
の
兼
業
の
役
割 

の
大
い
さ
が
ぅ
か
が
わ 

れ
る(

第
四
.
.五
表)

。
.

.

水
田
単
作
地
帯
に
対 

し
て
二
毛
作
水
田
地
帯
へ 

の
‘兼
業
.は
そ
の
大
部
分 

が
農
外
兼
業
で
農
業
日

;雇
狖
は
.き
わ
め
て
少
な
く
、
又
，同
じ
賃
労
働
薩
承
で
も
公
賣
、
□:
員
、
：
会
社
'
 

事
務
員
な
ど
：

F

安
$

た」

職
業
と
並
ん
.で
職
人
、；i

営
的
兼
業
が
多
く
総
じ.
 

.て
兼
業
め
職
種
が
：律
々
雑
多
で
あ
：る
事
が
特
徵
で
あ
る

.C

第
六
、
.七
、
八
表)

。 

'
こ
れ
を
階
層
別
に
.み
る
と
単
作
地
帯
の
如

V
、

経
営
規
模
の
大
き
く
な
る
に 

つ
れ
て
ホ
ヮ
ィ
ト
ヵ
ラ
！
の̂
働
#
が
多
く
、
三
反
、
五
反
未
満
に日
雇
い
、

H

員
が
多
い
と
い
ぅ
よ
ぅ
な
特
色
は
余
り
あ
ら
わ
れ
な
い
。
：
こ
れ
は
す
で
に
兼 

業
化
：の
進
度
で：の
ベ
た
.よ
ぅ
：に
商
品
経
済
：カ.発
展
し
£

一
 
毛
作
水
田
集
落
に
お 

ぃ

て
は
農
業
経
営
面
積
の
大
き
さ
が
そ
の
ま
ま
農
家
め
.経
済
的
力
の
犬
い
さ
を 

示
さ
ず
経
営
面
積
が
小
さ
く

「

農
家」

：
と
し
て
は
下
層
で
あ
っ
て
%
冗
地
主
で 

あ
っ
た
り
、
商
店
、
農
村

H

業
経
営
者
な
ど
が
飯
米
農
家.の
形
を
と
：っ
て
い
た 

り
し
て
■子
弟
を
教
育
す
る
経
済
力
の
あ
る

「

■
ま」

が
か
な
り
多
く
存
在
し
て 

い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、

•

こ
れ
が
す
で
に
の
ベ.た
経
営
の
：小
な
る
農
家
の
農
外
収 

入
の
高
額
.(

農
家
所
得
の
高
額)

と
対
応
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
も
換
言
す 

れ
ば
農
林
省
統
計
表
：の
数
字
に
現
わ
れ
た
兼
業
農
家
を
凡
て
た
だ
ち
に
農
民
層 

分
解
の
結
果=

農
村
プ>

 

レ
'タ
リ
ァ
ー
ト
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
な
い
と 

と
を
汞
す
と
い
え
よ
ぅ°.
そ
れ
故
わ
れ
わ
れ
は
兼
業
農
家
を
農
民
層
分
解
の
視 

角
か
ら
類
別
し
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い。

.

.

.

.

I

農
業
経
営
に
よ
っ
て
農
家
経
済
再
生
産
が
可
能
な
限
^

#
 (

特
定
の
条
件 

^
前
提
と
し
て
各
集
落
に.ひ
か
.れ
.る)

、「

小
農
範
疇」

成
立
の
た
め
の
限
界 

.規
模
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
以
下
の
経
営
規
模
で
あ
る
た
め
に
農
業 

経
営
に
お
い
て
は
そ
の
、

S
i
i
：

労
働
*'
の
完
全
燃
焼
も
で
き
ず
、
農
業
所
得
に 

よ
っ
て
丈
で
は
生
.活で
き
な
.い
た
め
に
や
む
を
え
ず
兼
業
化
す
る
農
家
を
類



第八表佐賀県三養基都塞里村E 集落

摘

t v ,

模 \

農

家

戸

数

支 柱 労 働 力 兼 業 リ 其の他の家族員の煎業

専国左ト小公会ト売職日看仕官教 

売 ラ、ト 民 ラ 薬 、
公 グ 遮 社 ッ 配 護 立 ： 
社 蓮 館 ク窗 
勤 転 人 虛  
務鉄官手搬長員夫業エ雇員屋吏員

計

人職店職ト国会売内看 

^  薬 

' • ク 祉 配 m
'日 •斧...經

転 u  ■
雇工員人手鉄貝業職婦

計

反 戸 ' .  ■ ■ . . . ■ ■ 戸 入
0〜3. 4 . 1 1  1 1 4 .1 2 1 1 1 6
3〜 5 14 2 1 2  1 1 1 1 3 12 6 2 2 1 2 13
5〜 7 6 2 1 1 1 1 6 3 1 1 5
7〜 8 5 1 1 1 3 2 1 3
8〜 10 10 1 1 1 1 1 5 2 1 1 1 5

10 〜 12 3 1 1 . 2 2 2 1 、5
12 〜13, 4 1 1 1 1 1 3
13 〜 15 5 . . . . . '  . . ' 1 1 1 1 1 5
15 〜 20 2 1 _ ■ ■ ■, ■ ■ .1■ ■

20 〜 25 1
.計 54. . 1 6 3 1 1 1  4 1 4 2 2 1 1 4 1 33 1112 4 3 3 8 4 3 1 1■■■,.' , 45

.
へ， .'::::

こ

':
，
,

'

.

:

一

六(：1 

1:1 
ニ
'

) 

'

一

第
ー
，.ー
種
兼
業
に
入
，っ
て
：い
％

が
農
民
層
分
解
：の
視
角
よ
々

「

農
家
，

r

と

認

め
.
 

ら
れ
が
た
い
の
で
論
理
の
運
び
よ
り
除
外
し
た
。

I

,ュ

，

支
柱
労
働
i

業
锻
出
は
次
章
に
展
開
す
る
よ
う
に
専
業
成
立
可
能
豫 

:
:

線
と
照
疮
す
る
が
、
，其
の
他
の
：家
游
員
労
働
力
の
農
業

i

業——

た
と
え
.
 

"
ば
一
一
，
ー
ー
莫'
女
子
_

_
は
^

^

^
に
よ
る
^
^
殳
は
関
わ
り
な
い
と
考 

.

.え
る
。•支
柱
労
働
力
兼
業
農
家
の
類
別
は
、

ー
人
で
&

業

髮

業

者

が

出 

,
'れ
ば
-
業
農
家
ど
す
る
従
来
の
：：

「

兼

震

家
1_
:概

念

に

対

し
て
古
分
解
に 

.
よ
る
農
村
プ
ロ.レ
.タ
リ
ア~

ト
化
を
把
握
し
よ
う
と
す
る.試
み
で
.̂

る
0.
農 

'
家
の一

一•：

三
男
は
た
と
え
中
農
：
ハ
限
界
線
以
上
V
.で

あ

っ

て

も

分

家

が

麗 

-

と
な
う
た
か
ら
教
育
を
ほ
匕
こ
し
一
人
前
の

「

賃
労
働
者」

と
：し
て
自
立
せ 

し
'
 
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
地
力̂

_
ポ

場

の

発

達

し
f

は
必
ず 

し
も
離
村
と
い
う
形
態
を
と
ら
な
い
。
そ
れ
故
同

「

世
帯
内
か
ら
家
族
成
員 

.

.が
賃
労
働
者
化
し
た.時

た

だ

ち

に「

分
解」

と
考
え
る
事
の
誤
り
は
従
来
指 

.

.摘
せ
ら
れ
た
：が
、「

兼
業
農
家」

の
驚
念
は
こ
の
混
同
の
，上
に
立
て
ら
れ
て 

.

.
い
た
の
'で
あ
.っ
て
分
解
か
ら
兼
業
を扱
う
■
合
，に
は
と
れ
を
峻
別
せ
ね
ば
な 

■

ら
な
い
と
考
え
る
。
本
報
告
が
対
象
と
す
る
の
は

r

支
柱
労
働
力
兼
業」

で 

あ
る
0

.
,

以
上
の
よ
う
に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
当
然
そ
の
地
区
に
お
け
る
専
業
農
家
成 

立
可
能
限
^

^
設
定
の
条
件
が
問
題
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
'い
。

.

.

け

だ

し「
農
民
層
に
関
す
る
濃
家
別
資
料
の
加
工
に
際
し

v

は
分
有
地
に
よ
.
 

る
分
類
に
局
限
す
べ
き
で
は
，な
い
。
経
済
統
計
は
是
非
と
も
経
営
の
規
模
及
び 

.型

.を
分
類
め
基
礎
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之
等
の
型
を
区
別
す
る
た
め

の
徴
表
ば
、
農
業
の
地
方
的
諸
条
件
とi

態
と
に
応
じ
て
選
択
さ
れ
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
粗
放
的
穀1

営
に
あ
つ
て
は
播
種
に
よ
る
殳̂
に
員
^
し
得 

る
と
し
て
も
、
，他
の
諸
条
件
の
下
で
は
、
i

的
作
物
の
播
掼
、
農
産
物
の
技 

術
的
加
工
、
酪
農
業
、
園
芸
等
々
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⑶
“

ら 

で
あ
る
。

(

法
か)

レ
ー

ニ
ン
、「

発
逮」

'
前
掲
書
一
一
一
三
頁
。

四
農
業
経
管
に
よ
る
農
家
経
济

.

ベ
再
生
産
可
能
限
界
線
の
検
出

経
営
規
模
と
は
一
般
に

「

生
産
手
段
と
労
働
力
の
結
合
さ
れ
たも

の
の
規 

.摸」

と
考
え
ら
れ
る
。
従
つ
て
農
民
層
の
分
解
の
，指
標
が
経
営
規
模
に
あ
る
と 

.

.い
う
f

、
：
 

I

そ
の
よ
う
な
複
合
と
し
て
経
営
規
摸
が
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら 

ず
、
経
営
耕
地
面
積
を
一
律
に
適
用
し
て
は
炎
ら
な

(

|

8
す
れ
ば
ど
の
上
.う
に 

抱
握
し
た
ら
よ
い
の
か。

I

分
解
.の
指
標
と
し
て
具
体
的
に
そ
の
大
い
.さ
を 

い
か
に
求
め
た
ら
よ
い
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
.資
本
家
的
経
営
の
場 

.合
に
は
そ
れ
ら
が
一
体
と
し
て
ぼ
ア
罾
ポ
額
と
し
て
把
握
さ
れ
う
る
か
ら
ー

0 

問
題
な
い
と
し
て
も
、
小
経
営
の
場
合
に
は
衆
知
の
如
く
家
計
と
切
り
離
し
た 

:「

投

下

資

本
.1
-
額
は
算
定
し
難
く
、f

部
分
を
社
会
的
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に 

よ
り
推
定
す
る
こ
と
も
妥
当
で
な.い
0-
し
た
が
.つ
て
小
释
営
の
支
配
讷
な
菌 

で
は
生
産
用
具
は
低
次
で^.
り
自
家
労
働
力
で
あ
る
か
ら

「

縦
地
の
面
積
が
そ
パ 

.
の
再
生
産
規
模
の
大
小
を
決
定
す
る
最
も
基
礎
的
な
因
子
と
な
つ
て
い
る

」

輝

'
農
民
層
分
解
に
期
す
る
一
考
察

基
本
的
に
は
耕
地
面
積
に
求
め
、

モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
f
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
是
正
す 

る
よ
り
他
に
な
い。

. 

■

: 

更
に
農
民
層
分
ぼ
の
指
標
が
濃
家
の

「

小
農
範
疇
1-
よ
り
の
逸
脱
に
在
る
と 

す
れ
ば
、:そ
の
上
限
は
賛
労
働
関
係.を
成
立
せ
ざ
る
を
え
な
い
^
#
面
積
の
大

.
I

)

丨
；
り
”
：：

.い
さ
で
あ
り
、
.
そ
の
下
限
は
農
業
释
営
に
よ
る
農
家
経
済
再
生
産
务
可
能
な
ら 

.
し
む
る
耕
地
の
限
界
経
営
規
模
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
兼
業
農
家
を 

農
民
層
のH

1
：

分
解
の
結
果
と
し
て
、
農
村
プ
：ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
し
て
把
握

.
 

す
る
た
め
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
農
業
経
営
に
よ
る
農
家
経
済
再
坐
産

.
 

の

た

め

の

可

能

限

靈

=
専
業
確
立
限
界
規
模
以
下
の
兼
業
農
家
を
分
類
確
定 

ベ
す
る
こ
，と
が
必
务
で
あ
る
。
.
そ
う
と
す
れ
ば
そ
の
驚
経
営
規
模
は
い
か
に
し 

て
え
ら
れ
る
か
。
す
な
わ
ぢ
⑴
経
営
撕
地
面
積
と
年
間
投
下
労
働
日
数
と
の
関 

，係

⑵
土

地

利

用

度

⑶
経

営

組

織

内

容

⑷

農
村
市
場
の
栽
態
な
ど
に
よ
っ 

て
決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
現
実
に
は
相
互
規
定
的
な
関
係
に
あ
り
、

一

つ
の 

.
要

因

が

決

定

的

に

他

を

規

定

オ

る

と

い

う

こ

と

は

い

え

な

い

が

と

し
て 

の
小
農」

が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
方
法
論
的
な
意
味
で
最
も
基
本
的
な 

も
の
と
し
て
先
ず
⑴
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
.
そ
こ

.

働
日
数
を
平
均
値
に
お
い'て
.示
せ
ば
主
な
も
；の
：は
次
の
諸
表
の
如
く
で
あ
る
。：

.
と
の
年
間
投
下
労
働
日
五0
〇
日
未
满
層
は
支_

働
カ
兼
業
排
|

 (

前 

掲
表)

と
照
応
し
て
い
る
こ
と'が
看
取
さ
れ
る
。
年
間
投
下
労
働
日
数
五
〇
〇
日 

未
満
と
は
t
A'
o .
年

間

投

募

働

日

を 
一I

五
0
日
と
計
算
し
：て1
1入

の

年

擧
 

働
日
以
下
で
あ
る
。我
が
国
農
業
に
お
：い
て
主
幹
労
働
力
は

」

：
世
帯
、
ニ
世
帯
型_
 

へ
に
せ
よ
平
均
ニ
名
が
通
例
で
あ
る
リ
考
え
れ
ば
&

め
実
証
的
解
明
は
前
掲
つ
中



(ニ） 福岡県三潲郡大木町H集落

(イ ） 兵_ 県小野市H集落

経 常 \ 戸  
規模 \

摘 .

数 ヽ

階 層 別 一 戸 当 平 均 労 働 日 数

家 族 労 働 日 数
屑 . 傭  
労働白数

合 計

反 戸 日 日 日
0〜 3 9 30 7 37
3〜 5 6 561 1 562
5〜 7 5 577 14 591

:'7〜 8 1 520 27 547
8〜 10 9 678 9 687

10 〜 12 3 610 84 694
12 〜 13 4 1,054 55 1,109
13 〜 15 1 700 55 755
15 〜 20 1 1,450 22 1,472

計 39

経 営 \ 戸
m m \

数 \

階 層 別 一 戸 当 平 均 労 働 日 数 備考（主な自営兼業）

家族労働日数
雇 傭  
労働日数 合 計

算 锻 算 力 木 2
职 ' , .盤 マ ■造
為 冶 ， ス エ 莫  
製 . 蹈 生 . . 珠

造 業 —U . . . 業 . _ 造 _...

反 戸
日 日 戸 戶 戸 戸 戸 ’. 戸

.0 〜 3 . 1 0 7 1 -— 7 1 2  2  2  2  2

3 〜 5 1 1 1 3 7 — — 1 3 7 7  2  1

..5〜7 1 3 3 0 1 --- 3 0 1 4 . 5  2

? 〜8 6 3 2 0 1 1 3 3 1 2  2

8〜1 0 1 4 4 7 7 . ■ — 4 7 7 5  3  1 2  2
1 0  〜 1 2 8 4 3 3 1 8 4 5 1 1 4 ， 1  8  1

1 2  〜 1 3 4 5 0 5 1 7 5 2 2 1  4  2

1 3 ^ 1 5 5 4 9 0 2 4 5 1 4 ' I p  : ' . . 、

.：1 5 ~ 2 0 3 5 0 0 2 5 5 2 5 l.r..:

計 74 ; . 2 3  1 9  7  1 7  4 6
卜 ： ,

( ロ） 大分県大野郡緒方町N集落

第二群:

農
民
層
分
解
に
関
す
る一
考
察

ニ 
九

.

.

C
1
T
-

五)

1

一
八
.C

.
M

一
四)
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‘• 階層'別一 戸 当 平 均 背 働 日 数 •
い.：. . . . ' . . .

家 族 労 働 :日 数 f 働 日 1 ン 合 ；. . . ，..:..V.V_針 ::::::.

日
70

229

331

400

420

520

558

568

715

724

反 戸 日
0〜 3 4 70 0
3〜 5 14 220 9
5〜 7 6 312 19
7〜 8 5 372 28
8〜 10 10 379 41

10 〜 12 3 480 , 40
1卜 13 4 505 53
13 〜 15 5 516 52
15 〜 20 2 1 • 635 80
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陬
報
.告
1
六
0
上
ハ
1

5
五
〇
〇
日
未
満
の
経
営
は
最
低
の
農
業
労
働
カ
を 

」

も
完
全
燃
焼
し
え
ず
従
っ
て
農
罾
畠
罾
の
み
で
は
再
生
産
し
え
な
い
ほ
ど
の
規 

ぃ
模
で
あ
石
.と
考
え
ら
れ
る
--
0
し
た
が
っ
て
第
デ
群
め
集
落
に
お
い
て
は
五
反
丨

： 

'
.八
反
層
^

:
第
.ニ
群
の
，1

^
に
お
:1
>
て
は
1
.町
-:
反
層
が
と
れ
と
照
応
す
る
。

.
こ
れ
を
農
産
物
販
売
額
の
面
が
ら
み
る
と
、
第
：

1:

群
の
#
^
で
は
専
業
農
家
確
一 

ノ
立
の
た
め
の
最
下
限
と
考
え
ら
れ
る
農
産
物
の
販
売
額
ニ
〇
万
円
が
七
.
八
反 

層
で
本
る
の
に
対
し
て
、.第
二
群
の
集
落
に
お
い
て.は

—;
町—

1

町
三
反
以
上 

層
に
な
ら
な
い
と
現
わ
れ
な
い.

(

三
一—

三
五
頁
参
照)

こ
と
、
支
柱
労
働
力 

兼
業
が
支
配
的
に
載
出
す
る
層
の
賢
も
第
一
.群
で
は
七
丨
八
反
層
、
第
一
0

 

で
は
一
町
I

I
町
三
反
層
で
，あ
る
と
と
、
と
明
確
に
.照
^
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(

第
六
、
..
:
七
、
八
表
>
0
. 

' 

.

.
す
な
わ
ち
第
一#

の
罾
ii
l

m
木
田
郡
H
集
落
の
释
営
組
織
を
農
産
物
販
売
額 

の
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
三
反
未
満
層
三
戸
は
米
麦
作
で
裏
作
の
麦
の
み
販
売 

し
て
い
る
農
家
が
ニ
戸
、
販
売
額
：ニ
万
円
未
満
、
一
戸
が
米
、
麦
共
販
売
し
て

m

 

万
円
程
度
で
あ
る
の
に
対1
て
、
' 三
.反
丨
五
反
層
四
戸
で
は
一
一
戸
が
米
麦
作
、

一
一
戸.が
蔬
菜
を
組
み
合
せ
て
お
り
、
.
.前
者
お
ょ
び
後
者
の.r

戸
が
八
万
丨
九
万 

の
販
売
額
に
対
乙
て
後
廣
の
一
戸
は
一
三
■万
円
余
を
鏤
得
し
て
い
る
。
蔬
菜
を 

組
み
合
せ
た
農
家
は
ニ
戸
共
前
者
に
対
し
て
爱
の
販
売
額
が
少
な
く
、

こ
こ
に 

労
働
方
の
相
関
関
係
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
，て
五
反
丨
八
反
層
に
な
る
と 

畜

産(

養

鷄
•
鷄
卵)

、
酪
農
或
い
は
煙
草
を
組
み
合
せ
、
：
一
〇
万
円
か
ら
五

0 

方
円
の
販
売
額
を
示
す
。A
反
I
 
一
ニ
^
_
の
平
均
が
更
に
高
く
な
っ
て
い
る 

•の
は
経
営
規
模
の
増
大
に
よ
る
収
獲
増
、
■
又
裏
作
の
菜
種
の
植
付
が
加
わ
っ
た

農
民
層
分
解
に.関
す
る
一
考
察
.

.一. 一
二
. 

c

r

l
七
：

)
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\ 摘  
経 \要

農

'家

支兼 
桂業
L m

另家 

力数

■M 産 ’ 物 販 売 m

，営 \

面 \  

稹ヽ

戸

数 串 穀
ェ芸作物 
( 藺 草 )

其 の 他 .合 計

階屑別平均 
一戸当農業 
収入

反
0〜3 1 1 0

% R
0

% 円 %
0

% 円

3〜5 8 3 432,866 50.5 432,500 49.5 0 . _ 865,366 100 54,108

5〜 7 

7〜 8

0

4

0

2 772,818 53,1 673,300 46.3
トマト0
エンドウ

8,300 0.6

V … . .

1,454,418 100

. . . «  

193,204

8〜10 8 2 1,704^724 42,1 1,879,790 52.1
雞 亦 *大 豆  

80,200 0.8 3,614,514 100 213,090

:10 〜12 4 995,268 55.4 790,103 44.6 0 ~ 1,755,371 100 248,817

12 〜13 0 -― -- 0 -------- ■ ■ ._ _ . ~ ■：

:..ユ3〜15 0 ぐ— 0 ；一­

15 〜 20 1 308,804 38,5 555.000 66.5 0 - . -------- 858；804 100 808,304

• 計 26 8
• ,■

..' ::•...
. r  . »

' - ■

•

.も
の
と.考
え
ら
れ
，る
。
本
葉
落
：に
お
け
る
商
業
的
作
物
導
久
は
五
反

以
上
層
で 

•

あ
り
V

経
営
組
微
の
务
角
化
ど
集
約
化
は

j

方
で
ぼ
投
节
労
猶
日
数
の
増
大
と 

:

し
て
他
方
で
は
農|1'
物
販
売
額
の
大
：い
さ
.と
し
て
現
わ
れ
て
：い
る
。
本
集
落
に 

.

，
鼻

農

家

がJ

戸
%:

な
く
、
へ
兼
業
が
比
較
的
少
な
い
の
も
そ
の
経
霞
織
、
土 

'
地
利
用
の
労
働
吸
収
カ
.の
.大」

い
：さ

を1
.7
1
\す
と
い
え
よ
うC

こ
の
点
は
後
述
す 

る)

。
す
な
お
ち
本
集
落
に
お
い
.て
支
拄
労
働
力
兼
業
汰
七
反
未
満
層
ま
.で
し
か 

.

:
.
.
出
て
：.お
ら
ず
、
へ
年
間
総
投
卞
総
労
働
日
数
五
：〇
〇
日
の
層
と
対
尥
し
、

こ
の
線 

を
専
業
農
家
確
立*

^

と
.み
な
す
事
は
妥
当
飞
あ
ろ
う
0:
,

.:
:.

.

;

:炫
島
県
深
安
郡
深
安
町0
集
落
に
ぉ
ぃ
て_は
水
田
率
六
ニ
％
、
生
な
商
業
的
作 

物
は
煙
草
で
：あ
る
が£
れ
は
三
反
以
上
層
に
入
っ
て
お
り
、
彐
反
I
五
反
層
で
■
 

は
そ
の
農
産
物
販
売
総
額
の
う
ち
八
五
％
を
し
め
る
。
五

—

七
反
層
は
そ
の
ま 

.

,:
'
ま
i

面
積
の
增
大
r
比
例
し
て
、王
穀
が
増
大
し
て
い
る
の
に
対
し
て
七
反
ト 

:

八
ぼ
]1
で
は
畜
産
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
八£
以
上
と
な
る
と
更
に1

が
飛
躍
的 

.
に
増
大
す
る
。
販
売
額
 

一
0
ガ
円
を
こ
え
る
も
の
，は
三
ぼ
ー
五
反
層
か
ら
ぬ
る 

3

m

が
階
層
別
平
均
金
額
は
五
ィ
七
反
で
九
万
円
:.
'
>七
反
以
上
一
八
万
円
と
な
、
吏 

:
、

栓
労
働
力
兼
業
輩
出
傾
向
と
対̂
じ
て
大
体
七
反
丨
八
反
に
線
が
ひ
か
れ
る
。

蘭
草
の
入.っ
た
福_
県
"
三
潴
郡
大
木
町
珏
集
落〈

第
一
.
群
ホ
表
}

で
は
、

.

三
反
未
満
層
は
養
雜
の

.
1

戸
.を
除
い
て
凡.て
f

又
は
農
産
物
販
売
額
五
万
円 

以
で
の
半
商
品
生
産
農
家
で
あ
る
が
、

三
反

I

五
反
層
で.は
蔬
菜
.
.脑

草(

裏 

作)

、备
產
の
組
み
合
せ
に
よ
.り
六
戸
中
四
戸
ま
で
が
1

0
万
円
以
上
、
同
じ
く 

-
:

五
反—

七
反
層
で
ノ
全
五'Fr
がi

五
万
円
以
上
最
高
が
五
〇
万
円
の
農
産
物
販 

.

売
額
を
示
す
。
支
柱
労
働
力
兼
業
が
支
配
的
に
出
る
の
は
五
反
層
ま
で
で
そ
れ
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階
層

‘
別

平
均

一
日
进
應
楽
血
ス

5 ^

毒

/

Q〜
3 

3
〜
5 

5
〜
7

7〜

oo

S
〜
10 

10 〜
12 

1
2
?
1
3

 

13 〜
15 

15 〜
20 

20 〜
25 

25 〜
30 

SO 〜
35

経
営
耕

地

面
積
ど

年
間
投
下
樹

働

と

の

関

係

を

基

礎

と

し

た

上

で

c

更

に

土
 

地

の

肥

沃

度

、

技

術

水

準

を

：

一 

.定

と

し
-1
:
.)

、
家

族

労

働

カ

の

.
一

定

経

営

面

積

に
 

対

す

る

燃

焼

度

の

相

違

と

し

'て

現

わ

れ

る

释

営

組

織

の

相

違

を

連

関

し

て

規

定
 

さ

れ

，る

専

謹

家

確

立

眼

界

線

(

前

述)

は

第

一

群

で

社

五

反
I

八

反

層

、

第
 

1

»

:
で

はI

5

一
反
-I.j

一
一

反

層

にひ
か

れ

る

と 

一
^

い

ぅ

こ

と

が

で

き

よ

ぅ

。 

す
.な

，わ

ち

ニ

毛

作

率

が

高

い

な

.ど

土

地

利

用

度

が

異
.な

り

、

或

い

ば

労

働

吸

収
. 

農

民

層

分

解

に

関

す

^

一
考
察 

、

力
の
強
.い
経
営
組
織
を
有
す
る——

た
と
え
ば
工
芸
®

、
果
樹
な
ど
の
栽 

培
、
；
灣

，
酪
農
の
組
み
合
せ
な
ど

——

で
は
比
較
的
小
さ
：な
経
営
規
摸
で
も
。
 

"
必
要
な
"
家
族
労
働
力
を
完
全
燃
焼
ず
る
事
が
で
き
、
従

.っ
て
七I
八
反
層
衫 

下
で
：も
五
：
0

0
日
以
上
：の
赞
働
カ
を
吸
収
%.
る
こ
と
が
で
き
る
。
：

'第

1
群
の
集
へ 

落
の
ょ
ぅ
な
と
こ̂
で
ば
專
業
農
家
と
じ
て
成
立
し

-ぅ
る
可
聪
限&

が
芄—

 

八
反
の
と.と
^
で
5
^
:れ
る
，ど
言1'
:
ぅ
る
が
、±
地
利
用
度
が̂

^
商
業
的
作.

■.三
五」

a
三
1
>
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一
百
当
り

平
均
金
額

以
上
は
.精
米
所
と
か
大
卫
と
か'が
特
殊
的
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
本
集
：
■;
 

落

に
*?
.
い
て

五

0
0
日

と

い
う
基
準
投
下
労
働
日
数
の一

一

一
反
丨
五
反
層
ょ
り
.現 

わ
れ
.る
の
.と
腐
応
せ
し
む
れ
ば
、
大
体
五

—

七
反
層
に
限
&

を
^,
く
事
が
で
へ 

き
农
と
考
え
る'の
が
妥
当
で
：あ
ろ.う
。
三
反
I

.3
L
反
層
に
お
け
る
兼
業
の
職
種..
 

が
行
商
と
か
佐
官
と1か
保
険
代
理
店
と
か
の.半
営
業
で
あ
る
か
らV
商
業
的
作
ン 

物
の
導
入
に
ょ
る
多
角
化
を
こ
こ
ろ
み
る
事
が
可
能
な
た
め
農
業
労
働
に
も
相 

当

日

数
従
事
す
る
こ
と
が
三
反

—

五
反
層
か
ら
五
〇
〇日
と

い
う
数
字
を
示
さ

せ
る
事
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
震

一

愛

丨

曼

層

か

象

均

一

募

円

の

農
 

3

Z

:
擷

〕

 

,

S
 

0 

淖

.

_

11
1

綠

.

'
 

L
ニ 
四

.a

 

三 o
y

業
収
入
を
出
す
事
は
本
調
查
資
料
中
余
り
み
ら
れ
な
い
高
さ
な
の
で
あ
る
。

•

佐
賢
県
三
養
基
郡
基
里
村
1 3

集
落
は
水
田
率
七
九
；

* :
'
八
％

、

二
毛
作
率
九
八 

' 

■ 

%

の
集
落
で
あ
る.。.
'麗

的

作

物

は.
三
反
丨
五
反
層
か
ら
.入
：っ
て
は
い
か
け
れ 

:

ど

. %

農
1

^

入
の
2 1

〇
万
巴
に
達
す
る
の
は
：

1

一
：

一

一
：
反

丨

1
'

五
反
層
で
あ
マ
て
、

•
支
柱
労
働
カ
兼
業
：か
輩
出
せ
ず
、
年
間
総
農
業
授
下
労
働
日
数
が
五
〇
〇
日
を 

. 

'
こ
え
る
の
.と
完
全
に
照
0
す
る
：

(

三
〇
頁
参
照
>
。
と

の

専

業

農

家

確

立

限

露 

.

は
上
の
'農
家
の
農
業
収
入
は
九
〇
％
以
上
が
主
穀
主
と
し
て
米
で
あ
っ
て
、
商 

業
的
作
物
の
比
率
は
少
な
く'な

っ

て

い

る(

次
表
参
照)

。

.• 

, 

. 

, 

-4

0

 

鹗

.
辦



馨
入
妒
柘
く
れ
て
塞
営
組
織
が
単1

主
穀
谪
品
坐
痕
の
支
配
的
な
第
一
一
群
の 

姐
き
集
落
で
ば
そ
の
線
は
現
在
の
米
価
を
前
提
と
す
る
限
り
単
作
地
帯
の
如
く 

ー
町
ニ
反
層
^-
デ
下
る
事
ば
な
い
と
い
え
ょ
ぅ
。

.:

:(

法
9
. 

)

:.
’
•

「

発
逮」

前
掲
■

ニ一
〇
頁
。

(

注
10)

.大
農
機
具
、
こ
と
に
勤
力
耕
転
機
.の
導
入
，に
ょ
り
労
働
生
産
性
を
高 

'め
れ
ば
当
然
こ
の
上
限
は
上
に
-'あ.が
.る
。
：

(

注
11)

或
い
は
生
幹
労
働
力
一
.人

、
補
助
労
働
カ
ニ
-'
A

.

「

動
態
'調
査
中
間
報 

.岩」

.六
〇
丄
ハ
'—
-一■頁
参
照
。(

注
10)

の
如
く
労
働
生
#
性
の
変
化
を
い
れ 

'て
く
る
と
こ
れ
.
.は
も
つ
と
下
る
'が
、
大
体
限
界
規
模
の
農
家
の
資
産
.状
況
■に 

.

お
い
て
は
動
力
耕
耘
機
はI

般
に
導
入
さ
れ
：て
い
な
：い
.。「
動
態
調
査
中
間 

，報
告」

の
ニ
五
七
頁
、「

生
産
手
段
の
階
層
別
所
有
状
況」

V

参
照
。

,
. 

(

注
12)

農
業
経
営
費
は
大
雑
把
に
考
え
て
農
業
総
収
入
の
約
半
顧
を
し
め
る 

■「

犬
内
ガ「

農
業
問
題」

一
〇
九
頁
参
照)

と

考
え
れ
ば
農
産
物
販
売
額
二 

0
万
円
に
対
す
る 

一
◦
万
2
2と
な
.り
ー
.ヵ
月
八
千
阿
余
，で
あ
る
が
、
主
食
其 

の
他
の
自
給
部
分
を
考
え
れ
ば
、
非
常
に
低
い
水
準
で
は
あ
る
が
労
働
力
再 

生
産
の
ぎ
り
ぎ
り
の
限
界
線
を
示
し
て
い
る
と
い
え
ょ
ぅ
。

(

注
13)  

r

農
林
省
昭
和
三
，十
年
度
農
村
動
態
調
査
中
間
報
告」

六
一
頁
。

湔
韋
に
ぉ
ぃ
て
妓
、
水
钽
一
毛
猛
帮
の
三
九
集
落
を
対
象
と
し
て
水

5
5率
、

ニ

毛

作

率

を

基

礎

と

す

る

土

地

利

用

、
經

霊

織

の

羞

異

を

基

準

と

し

た

、
"
基 

「

本

的

な

農

業

経

営

ぢ

ょ

る

農

象

囊

再

生

産

可

能

限

界

規

摸

:€
>

^

^

を

行

っ

た 

1わ
け
で
が
る.が
、:'
:
;本
章
に
贫
“

て
呔
す
で
に̂

2
さ
れ
た
1

「

^

^
規
模」

を
前 

，.提
レ
し
' 

.そ

.か
諸
条
件
を
奪
勢
し
た
上
で
吏
に
限
界
規
模
の
変
化
を
通
じ
て
農

_ 

.民
層
免
解
の
見‘地
か
'̂
;
農
||
'
労
働
カ
の
'移
動
川
農
家
の
兼
業
化
を
考
察
し
て
行

す
で
に
述
：ベ
た
如
く
、
専
業
農
家
確
立
可
能
限
思
規
模
は
、
農
業

®

aに
お 

け
る
家
族
労
働
カ
完
全
燃
嫌
の_最
低
規
模
ど
'レ
て
経
営
耕
地
面
積
と
年
間
投
下 

労
働
日
敫
と
の
関
係
に
鉍
け
る
、
..
'
相
欺
な
る
土
地
の
労
働
力
燃
焼
度
の
犬
い
さ 

に
ょ
り
決
定
さ
れ
か
。
従-?
て
水
田
率
が
高
く
商
ロ

g

市
場
に
近
接
し
.て
い
な
い 

‘
た
.め
に
主
穀
単一

商
品
生
産
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
従
っ
，て
専
業
農
家
確
立
限 

晁
規
摸
が
米
及
び
雑
穀
に
ょ
る
限
界
規
模
ょ
り
下
り
え
な
い
東
#
^
陸
の
水
田 

単
作
地
帯
に
対
し
で
、，
水
田
ニ
毛®

帯
で
は
水
田
率
は
高
い
け
れ'^
も
商
業 

作
物
钇
導
入
し
て
地
の
労
働
力
燃
焼
度
を
高
め
ぅ
る
た
.め

に

経

霞

織

に

応 

じ
て
七
反
丨
一
町
ニ
反
の
幅
を
持
つ
こ
と
.は

す

で

に

述

べ

，
た

。

し
か
し
な
が
ら
こ
の̂
双
双
罾
は
||
罾
.に
は
独
占
資
本
主
義
段
階
に
お
.い
て 

農
民
層
の
分
解
と
結
合
す
る
農
村
過
剩
人
"ロ
の
流
出
、
滞
留
の
存
在
形
態
を
も 

考
慮
し
て
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
五
〇
〇
日
以
上
の
年
間
総
投 

下
労
働
日
数
が
あ
る
場
合
'で
も
専
業
農
家
確
立
可
能
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い 

場
合
が
あ
る
。
即
ち
そ
の
階
層
に
お
け
る
経
営
に
と
っ
て

は

剰
余
労
働
であ
る 

が
過
剰
労
働
力
の
は
け
ロ
が
な
い
た
め
に
過
^

投
下
労
働
を
行
っ
て
い
る
場
合 

で
あ
る
。
ゎ
れ
ゎ
れ
の
資
料
で
ぃ
ぇ
ば
大
分
県
大
野
郡
緒
方
町
况
集
落

(

一
一
九

五

.

r

限

界

規

模」

と

家

族

労

働

力

の

「

完

全

燃

焼」 

-
-
-
農
業
労
働
力
の..移
動
を
.め
ぐ
つ
て
-
-
-

頁)

.で
は
五
反
以
上
層
で
す
で
に
年
間
総
投
下
労
働
五
c
o;
日
以
上
‘で
あ
る 

が
、

こ
の
町
と
そ
の
附
近
に
労
働
者
を
：吸
収
す
る
よ
う
な
会
社
、
工
場
な
ど
が
，
 

全
く
な
い
た
め
、
過
剰
人
口
が
潜
在
し
、
従.っ
て
価
値
的
に
は
鶴
の
こ
と
、

,
技
術
的
に
も
相
当
の
過
投
労
働
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
結
果
で
あ
ろ
う
.と
考 

.え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
て
福
岡
県
筑
紫
郡
S
集
落
.の
よ
う
に
労
働
市
場 

に
近
接
し
、
. 一
一
.
三
男
の
.就
職
す
，る
機
会
に
比
較
的
恵
ま
れ
て
.い
る
よ
う
な
と 

こ
ろ
で
，.は
、i

地
の
細
分
化
に
よ
る
分
家
を
ふ.せ
ぎ
、1 

一
•
ー
ニ
男
の
将
来
の
狹 

立
を
考
慮
し
て
早
く
か
ら
農
業
外
の
定
職
に
就
か
せ
う
る
た
め
に
農
業
経
営
内 

に
過
剰
人
口
を
か
か
え.
.る
.こ
と
が
避
け
ら
れ
、.し
た
が
マ
て
年
間
総
投r
^.
働 

.五
0
〇
日
を
こ
え
る
層
が
七
丨
八
反
よ
り
上
の
膚
か
ら
出
る
と
い
う
形
を
ム
っ 

て
い
る
と
い
.え
よ
う
°
佐
賀
県
三
養
基
郡©
集
落
も
同
様
で
あ
っ
て

〔

前
⑩
胄 

働
日
数
、
販
売
餌
共
第
二
群
の
表

(

三
〇
、.
三
四
頁)

'参
照〕

，
こ
の
よ
う
が
意 

■̂
で
限
界
規
模
が
若
午
上.に
あ
が
っ
て
.い
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
，
す
で
に
指
摘 

し
た 
ー
0
|

ー
 

ニ
，反
に
現
わ
れ
る
場
合
も
単
作
地.帯
の
.同
じ
-—
-
*

0
丨

1
1

一
反
の
.
.
 

線
と
：は
多
分
に.異
質
的
と
；い
う
こ
と
が.で
き
る
。

と
の
'
.よ
う
に
専
業
農
家
の
成
立
可
能̂

^
規
模
の
検
出
は
単
純
に
年
間
総
授
：
 

働
五
〇
o
日
で
.

ら̂..V 

■一.義
的
に
決
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
な
く
、
.
.
.
す
.
.
.

 

で
.に
述
べ
，た
.七
丨
八
反
層
と
：い
う
の
は
夫
々
の
周
商
の
経
済
的
諸
条
件
：と
.の
関 

係
で
^

^
し
う
，る
極
め
て
相
対
的
な
意
味
で
の
限
界
^

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る 

が
、
；し
が
i

連
の
操
作
の
結
果
示
さ
れ
た
基
準
で
あ
？
て
わ
れ
わ
れ
の

'資
料
.
 

のj

.M
的
形
態
力
.ら
い
■り
.
.
.
て
と
れ
ら
は
：
■ほ
.ほ
水
...
田
^

^

:
帯̂
の
.

4、 .

町
.

1
1

.•'三
反 

餍
に
照
応
し
て
い
る.
'と
い
え
.

る
： .

の

で

‘

.

.

一
農
民
層
分
解
に
関
す
る
一
考
察
 

：

.

こ
.の
ょ
ぅ
な
条
件
を
考
え
た
：土
で
想
定
さ
れ
た

「
M

規
模」

以
下
の
農
家 

—

民
層
のf
M
E

分
解
の
進
化
とと
も

に

す
ま
す
増
大
す
る-

-
に
お
.い
て

は
最
低
限
の
家
族
労
働
力
を
も
完
全
に
燃
焼
し
え
ず
、
従
っ
て
ま
た
農
家
経
済 

を
農
業
経
営
の
み.に
-よ
：っ.
.て
再
生
産
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
従

っ

て

驚

規
 

摸
以
下
の
農
家
に
と
っ
て
そ
，の
.過
剰
労
働
力
の
は
け
ロ
と
し
て
：ニ
つ
の
方
向
が 

考
え
ら
れ
る
。
も
し
可
能
な
ら
ば
経M

織
を
多
角
化
し
、
よ
り
集
約
化
し
て.
 

條
淝

盼i

限
界
規
模
を
引
き
下
げ
、
自
ら
経
営
す
る
耕
地
面
積
匕
お
い
て
農
業 

ノ
経
営
に
よ
る
農
家
経
済
再
生
産
を
可
能
な
ら
じ
め
る
方
向
、

一

般
に
は
農
業
外 

に
そ
の
は
け
ロ
を
求
め
、.労
働
力
販
売
兼
業
を
行
う
と
い
う
力
^
。

は 

こ
れ
ら
：は
重•な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
そ
こ
で
そ
の
実
状
を
ま
ず
考
察
し
.た 

上
で
賃
労
働
兼
業
化
へ
の
傾
斜
過
程.を
検
討
し
龙
い
と
邋
う
。
'
地
方
の
小
都
市 

に
近
く
労
働
市
場
と
は
近
接
し
て
い
る
が
農
産
物
の
集
散
場
と
は
深
い
関
係
を 

有
し
な
い
単
一
主
商
品
生
産
地
帯
の
集
落

C

た
と
え
ば
.佐
賀
県
E
集
落
、
鳥
取 

県
i
集
落
、
.熊
本
県
尽
集
落)

で
は
、
商
業
的
作
物
は
五
.反
以
下
層
か
ら
導
入 

さ
れ
て
は
い
：る
け̂

J

も
镩
か
で
あ
A
 

摸

：
^

の

歡

家

は

農

産

物

を
 

、主
と
し
て
自
家
消
費
に
.あ
て
た
剰
余
生
産
物
の
み
販
売
し
農
家
経
済
再
生
産
の 

た
め
：に
経
営
を
集
約
化
し
よ-.
3

と
す
る
よ
り
は
農
業
外
に
労
働
カ
販
売
兼
業
を 

行
テ
方
向
に
向
う0
.
-
,
従
：マ
て
典
型
的
想
農
村
プ
：メ
レ
グ
リ
ア
ー
ト
と
し
.

H

現
わ
'
-
 

れ
る
',
0

こ
.の
'よ
り
'お
.し
す
す
め
ち
れ
お
形
が
宇
部
市1<
:
藝

で

：
あ

ゥ

_て

集

落

が
 

宇
部
興
產
を
中
心.と
0
:た
：エ
欽
業
従.

：に
よ
る
飯
米
農
家
に
よ
？
て|

ら

：
 

れ
て
い
る
.。
レ
の
®

は
龙
都
市
の
集
?a
、
鉱

山

の

覆

地

帯

な

ど

：ー
笔
作
地 

帯
に
.し
ば
し
'ば
見
ら
れ
る
も
;€
>
.
.
で
あ
る
--

'
:
:
«
'.

H
'-
t

(

一
 

三
三)

n
y
s
h
z
w
^
v
i

'-
li*.



反
対
に
、：
農
産
物
の
集
散
場
は
あ
っ
て
も
エ
ム
プ
口
ィ

メ
ン
ト
を
擁
し
な
い 

地
域
に
お
け
るf

で
ば
、
當
農
_

在
ん
な
い
限
ヴ
農
業
内
'に
は
雇 

'傭
が
ほ
^

ん
.ど

な

く

離

村

す

る

以

外

に

労

働

力

販

売

の

機

会

に

恵

ま

れ
雜
い
か 

'も
、
.'
.醫
規
模
以
下
の
農
家
は
臨
時
日
雇
、
土

H

な
ど
に
出
る
他
は
そ
の
労
働. 

，力
-
^i

業
部
^

に
.お

い

：て

完

全

燃

规

す

：べ

.く

努

め

、

あ

る

場

：合

に

は

：過

投

勞

働

' 

を
行
づ
て
反
収
を
増
大
：せ
し
め
よ
ぅ
と
.す
石
。
し
：か.し
こ
.の
よ
ぅ
な
条
件
の
下 

で
は
瑜
品
市
場
も
主
穀
中
心
で
商
業
作
物
導
入
の
条
件
な
く
し
た
が
っ
て
限
界 

規

模

以

下

で

再

生

産

は

極

め

，
て

§

で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
分
解
が
行
わ
れ
て 

集
落
中
農
家
は1

規
模
以
上
に
集
中
し
て
い'る
事
が
.多

い

。

わ

れ

わ

れ

.
の

資 

料
で
は
兵
庫
県
城
崎
郡
日
高
村
で
集
落
、
.
島
根
県
簸
川
郡
斐
川
村.：2
;集
落
に
こ 

の

傾

向

が

み

ら
- 

'

最
も
一
.

一

毛
作
地
帯
の
営
を
示
す
の
が
商
品
市
場
、
労
働
市
場
、
共

に

塞

な
'
 

.関
係
を
有
す
る
た
め
に
前
記
の
ニ.つ
の
方
向
が
重
な
っ
て
現
わ
れ
る
'場
合
で 

I

O

た
と
.え
ば
福
岡
県
三
潲
郡
好
集
落
の.如
く
三
反
1

の
農
産
物
販
売
額 

平
均
が
四
万
円
以
上
で
そ
の
八
：〇
％
を
エ
芸
作
物
、
畜
産

.に
，、
H
反

丨

五

反

層' 

で
蔬
菜
を
加
え
て
平
均
販
売
額
一
四
万
円
、
.五
反
丨
七
反
層
で
一
：
.一
四
万
.七
千
円 

を
あ
げ
て
お
り
、.
.他
方
家
族
労
働
力
を
も
ふ
く
め
て
労
働

K

販
売
：の
面
で
は
五 

反
以
下
で
会
社
員4

役
場
吏
員
2

:'
事
務
員
2 

.
教
員
3

,
油
揚
最
1

佐 

.

.官

、'大
工
各
1

日
扉
2

其
の
他
を
出
し
て
い
る
し
、
広
島
県
深
安
郡
0
集 

落
で
は
三
反
未
満
は
殆
ん
ど
賃
労
働
と
.兼
業
年
収
ニ
尸
当
一
〇
万
円
で
飯
米
農 

家
で
あ
る
が
三
反—

五
反
層
で
は
煙
草(

八
四
/
.
<
%)

を
導
入
し
て
年
間
農 

業
叹
入
ー
戸
铛
平,
六
万
朽
を
確
保
ム
っ
っ
賃
喷
働
兼
業
に
ょ
る
年
収

|

戸
当

. 

V
 

,
兰

八.
(
1
;

三
四)

八
万
円
を
合
出
せ
て
農
家
経
済
を
維
持
し
て
い
る
。

こ
.の
よ
ぅ
な
例
の
極
限
は 

_

山
市
：2;集
落
：め

如
.#
ヶ
ー
ス"で
ぁ
っ
て
、

：

三
反
朱
満
層
は
年
叹
平
均

約
：，

一
 

A
万
円
の
賃
労
慟
歌
業
，
飯

畫

家

V.

ハ
国
鉄2 

事P
C
I

/
.日
雇
1)

三
反 

ぃ
ー
五
反
層
は®

 
く

平

均

ニ
：：

戸

当
-*
、
六

方

：
3
2の
濃
外
収
入
ふ
事.務
1
^

教
員 

1

-

m

s

i
 

.

公

務

員
:1)

：,に
対
し
て1
:戸
当
平
均
四
万
八
'千
円
の
農
業
収 

入
-'
■

(

蔬
菜
.
.エ
#
作

物

，
畜
産
：
>
.養
赉) 

を
組
み
合
せ
、
五
：反
-
七
反
層
は1 

」

尸
平
均 
一
士
：一
万
0
:の
農
外
収
入
；
バ
技
術
負
2 

:郵
：便
局‘員
1

:
職
人
2

遮
転 

手
1

公
，務
員1

X
具
？)

,と

」

戸
平
均
八
万
円
：

(

三

反

丨
.2
?
.
.
反
層
に
同 

.

.じ
'.

)

の
農
業
収
入
 

'と
.を
組
み
合
せ
て「

農
家_J

経
済
再
生
産
を
■

肖
し
て
い 

る
。
三
反
未
満.以
上
七
反
ま
で
の
：

「

農
家」

の
双
入
は
ひ
と
し
く
ヰ
ち
ニ
〇

—

 

ニ
ー 

万
朽
で
：あ
る
。
と

れ

ら
0.
集
落
に
.お
：い
て
は
曲
辰
家
経
済
の
再
生
産
構
造
全 

体

が

完

全

.に
商
ロ

 

§経
済
に
入
り
こ
ん
で
お
り
、
'
賃
労
働
兼
業
農
家
も
そ
の
廣
か 

.な
農
業
経
営
面.を
自
家
消
費.を
目
的
と
し
て
で
は
な
く
、
■商
品
作
物
生
産
一̂
- 

桑
苗
育
成
，.煙

草
.
•畜

産

•
養

蚕

——

に
お
.き
.か
え
て
い
る
；
こ
と
が
知
ら
れ
る 

©
.で
あ
る
。
.

■:
■

•

:

:

す

な

わ

ち
—*
方
で
は
農
産
物
市
場f

,(

主

榖

，.
.商
業
的
作
物—

畜
産
.
.
 

.酪
農
を
ふ
：く

め

て

と

生

産

費

：と
の
関
係
、
他
方
で
は
国
民
経
済
の
変
動
に 

よ

る
.
.エ.ム
.。フ
.口
ィ
メ
V
ト
.の
；幅
^

具
体
的
に
現
わ
す
地
方
労
働
市
場
の
■大
い
さ 

を
変
数
と
し
て
、
限
界
規
模
以
下
の
農
家
は
適
小
な
.自
ら
の
経
営
耕
地
面
積
に 

M
燃
焼
し
き
れ
な
い
家
族
^
働
力
の
完
全
燃
规
を

よ

、り
有
利
な
方
向
に
求
め
よ
ぅ 

と
す
る
：わ
け
で
あ
る
。
し
が
し
な
が
ら
释
営
集
約
化
の
一
般
的
鐵
勢
に
よ
る
商 

一
業
的
作
物
の
部
分
的
過
剰
生
産.

(

た
と
え
"は
蔬
菜
、
果
実
、
鵁
卵
、
' 
ヰ
乳
な
ど)

に
よ
る
農
産
物
市
場
価
格
の
下
落
に
よ
り
、

こ
の
〃
農
業

部
！
：

に
お
け
る
農
家'
 

家
族
労
働
力
燃
焼
度
の
引
き
上
げ" 

'
は
一
定
，の
限
舁
に
達
す
る
か
ら
、
.労

働

ガ
.
 

販
演
兼
業
化
け
農
業
労
働
力
の
農
業
部
朽
外
へ
の
移
動
が
所
詮
支
^
的
に
行
わ 

れ
ざ
‘る
を
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
龙
な
い

(

支
柱
労
働
力
兼
業化)

。

'

.

.

し
た
が
っ
て
農
民
層
の
分
解
は
こ
れ
に#
抗
す
る
#

^
が
経
営
を
^
ぬ
化
し 

て
引
含
下
げ
た
専
業
農
家
確
立
限
界
規
模
以
下
に
奴
桃
営
耕
地
面
積
が
縮
小
し
た 

時
忆
始
ま
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
水
田
二
毛
作
地
帯
に
お
い
て
は
以
上
の
よ

'
 

う
な
過
程
を
経
て
支
柱
労
働
力
離
業
農
家
の
増
大
、
農
業
労
働
力
の
他
部
門
へ 

の
.移

動
•
流
出
と
い
う
形
態
を
と
っ
そ

H
i

分
解
が
進
行
す
る
の
で
‘
；

こ
.れ

に

附

随

す

る

問

題

と

し

て

は

.一

つ
は
第
一.
の
型
と
•し
て
指
摘
し
た
，〃
下 

宿
農
家
"

の
増
大
が
あ
る
。
農
民
層
の
分
解
は
支
柱
労
働
力
兼
業
の
数
倍
の
家 

族

員(

ニ 

.三
男
、
女
子)

の
賃
労
働
者
化
を
伴
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
述
べ 

た
よ
う
に
労
働
市
場
に
近
接
す
る
水
田

一

一
毛
作
地
帯
に
おい
て
は
彼
ら
も㈱
村 

し
な
い
で
農
家
にと
ど
ま
る
こ
と
が多
い
。
こ
れ
ら
の
農
家
で
は
労
働
力
を
農 

業
部
門
.か
ら
引
き
上
げ
て
他
部S：

に
移
動
す
る
幅
に
比
例
して
農
業
経
営
組
織
.

を
粗
放
t

し
、
.自
家
消
費
を
農
業
生
産
の
当
面
の
自
的
と
す
る
。
し
た
.が
っ
て 

こ
九
ら
部
分
的
或
い
は
全
面
的
に
農
業
外
に
移
動
し
た
労
働
カ
の
消
費
す
る
農 

産
物
.は
社
会
的
な
商
品
流
通
を
通
る
こ
と
が
な
い
。

こ
れ
ら
は
も
は
や
土
地
持

'
 

ち
労
働
者
I

ま
さ
に
農
村
プ
ロレ
タ
リ
ア~

ト
I

で
あ
っ
て
農
林
省
概
念 

■
の
農
家
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
農
産
物

(

商
品)

の
社
会
的
生
産
と
は
全 

く

無

関

係

な
S

ま」

な
の
で
あ
る
。
一一.つ
は
飯
米
化
の
方
向
と
は
逆
の
：い
わ 

ば

的

商

品

生

産

農

家

の

存

在

で

あ

る

。
す
で
に
指
摘
し
た
如
く
こ
れ

農
民
層
分
解
に
関
ず
る
.一
考
察

ら
の
集
落
で
は
支
柱
労
働
力
が
賃
労
働
兼
業
化
す
る
一
方
零
細
な
経
営
耕
地
で 

商
業
的
作
物
坐
産
を
行
っ
て
お
り
自
家
消
費
す
ベ
き
農
産
物
は
購
入
し
セ
い
る 

の
で
あ
っ
て
貨
赂
経
済
に
い.ち
じ
る
し
く
ま
き
；こ
ま
れ
て
い
る
事
が
特
徵
で
あ 

る
。
と
れ
ら
は
労
働
市
場
が
手
近
に
あ
る

1
1

毛
作
地
帯
に
お
け
る
独
特
の
農
民 

■層
下
向
分
解
の
1
形
態
で
あ
.ろ

ぅ
;°

(

注
14)

.

大

内

カ「

農
家
経
済」

.九
、

ニ 

0
.
一
 

頁
。
山
田
ー

-.
郎

「

罾
ネ
主
義
と
、
 

農
村
過
剰
人
口」「

農
村
問
題
講
座」

第

三

巻「

農
村
社
会
の
構
造」

二
二
ニ 

.

頁
、
'
戦
後
に
お
'け
る
過
剰
人
口
に
関
す
る
双
目
®:
び
一
七
一
頁
参
照
。
胄
岡 

.
彔H

T
「

農
產
物
価
格
論
に
、お
け
る
若
干
の'問

題

点

」
「

マ

ル
クス

経
済
学
体 

系」

三
.五
ニ
頁
？ 

\

 

.

(

注

-1
5)

又
こ
の
規
模
以
上
で
あ
.れ
ば
必
ず
そ
の
集
落
で
專
業
農
家
が
確
立
ざ 

れ
る
と

い

ぅ

わ
け
で
も
な

■い
。
消
費
人
ロ

が
^
均
ょ
ヶ
多

く

或

い
は
■個
別
的 

に
経
営
組
織
が
粗
放
的
で
あ
っ
た
り
、
肥
沃
，度
が
低
か
っ
た
り
各
筆
が
分
散 

し

て
い
た
り

す

る

場
合
は
：そ
の
条
件
が
更
に
個
別
的
に
加
味
さ

れ

る

ベ
，き
で 

.
あ

る

.0
こ
こ
で
は
分
析
の
過
程
を
重
耍
覩し
て
い
た
だ
き
.たい
と

思
1
。

■

(

注
16)

：

「

農

民

は(

資
本
主
義
.の)

下
で
彼
が
自
己
の
：生
産
物
を
商
.品
と
し 

て
生
産
し
ぅ
る

'と
こ
ろ
の
諸

.条
件

.な
く
し
て
商
人
と

.な
り
、
產
業
家
と
な 

.

.
る
。」

a. a. 
0
,

k

.日

.
03
00
6
4,
訳

:±
ニ
分
冊
、

一1

四
三
頁
。

.

ハ
注
17
> 

「

.平
均
的
経
営層
の
吧
' #

生
§

の
費
用
俩
格
の
V
は
低
賃
金
と
結

合
し
て
お
り

、：：

農
業
穷
働
へ
の
一
単
位
の
投
下
に
ょ
つ
.
て
え
ら
れ
る
V
と
兼 

，■業
労
働
一
単
位̂

ょ

一

つ

て

え

ら

れ

.̂
v

t
が
均
衡
す
る
点
で
年
間
労
働
•日
の

三
九
:(

，
一

三

五

)



農
業
労
働
と
兼
業
労
働
へ
の
配
分
割
合
が
決
定
名
れ
る
と
い
：う
事
が
で
き
る 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
農
業
へ
の

#
加
的
労
働
投
下
はJ

面
で
：
’ 

は
同

一
作
物
に
対
す
る

そ
れ
と

し

て

あ

ら

わ

れ

、

他
面
で
は
他
作
物
'に
対
す 

る
労
働
カ
充
用
上
い

う
形
態
を
と

る

が

、

い

ず

れ

に

し

て

も

そ

の

一

単

位

の 

...

:投
下
に
よ
；つ
て

え

ら

れ

石
V

が
.右

の
低

賃

金

で
労
働
条
件
の
わ
る
い

策
業
労 

:

動
の1

单
位
よ
り
え
ら
れる

.|>
と
均
衡
.す
る
ま
で
職
業
に
対
す
る
労
働
投
下 

.
が
進
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
ヤ
は
な
い

‘だ
ろ
う
か
。」

：輝
岡
衆
三
、

前
掲 

こ

書
、
.三
五
九
頁
。
，'.- 

V

'

.

•
.

.

.六

.

'
む

す

び

-

——

独
占
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る

：

.：

,

農
民
層
の
分
解
と「

中
農
肥
大
化」

.—

■
•

•

. 

: 

.

.

.

.

.

独
占
資
本
主
義
段
階
に
お
い
て
は
農
民
層
は
両
極
分
解
と
い
う
形
態
を
と
ら 

ず
：

r

中
農
標
^

^」

と
し
て
現
わ
れ
る
、
と
い
う
命
題
に
対
し
.て
、
本
稿
の
目 

的
は
か
0'
4

影
の
地
帯
的
検
出
を
行
い
、
農
豸
経
済
再
生
産
の
面
か
ら
具
体
的 

分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
戦
後
日
本
に
お
け
る
-1
肥
大
す
る
裏
層」

が
実
は 

名
分
解
へ
の
限
羅
に
接
し
て
位
置
す
る
こ
と
、
.し
か
も
限
^
線
自
体
が
上 

が
る
傾
向
に
.あ
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
農
家
の
多
く
が
兼
業
化
せ
ざ
る
を
え
な
く 

な
つ
て
来
て
い
る
こ
と
を
水
田
一
一
毛
作
地
帯
の
資
料
が
ら
論
証
す
る
こ
.と
で
あ 

.つ

.た
;.
°

'

■-
;

•
..

す

:̂
あ
ち
農
民
層
分
解
の
軸
で
あ
る
そ
の
中
農
は

「

範
嘻
と
し
て
の
小
農」 

に
照
依
す
る
、
家
族'

i
力
の
完
全
燃
焼
可
能
な
経
営
規
模
を
も
つ
家
族
労
作

■

.-
四

〇

：(

ー.三
六)

g

営
で
あ
る
か
ら
> 
家
族
構
成
を
1
定
と
す
れ
ば
そ'0
_

規
模
の
上
限
は
恒 

常
的
に
費
労
働
関
係
を
成
立
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
大
い
，さ
で
あ
り
、
そ
の
下 

限
衧
農
家
経
営
に
よ
る
農
業
経
済
再
生
産
ダ
可
能
な
ら
し
む
る
耕
地
の
^
^
規 

摸
で
な
け
れ
ば
な
ら
：な
い
。.:
こ
.の
見
地
が
ら
本
稿
に
お
い
て
は'.
.

一
第
一
に
そ
の
下
限
た
る.

「

麗

規

摸」

を

「

経
営
耕
地
>
年
間
総
投
下
労
働 

■日
数」

' と
の
関
係
を
中
心
に
土
地
利
用
度
、
経
営
組
織
内
容
と
I

せ
し
め
て 

農
林
省
俯
和
三
十
年
度
農
村
動
態
調
査
資
料
よ
り
措
定
し

：

第
二
に
水
田
二
毛
作
地
帯
に
お
け
る
具
体
的
な
そ
の

「

f

規
模」

を
三
十 

九
复
落
を
基
礎
に
検
出
し‘ 

‘

第
1
1ー
に
農
村
に
お
け
る
過
剰
人0'
の
，流
出
•滞
留
の
存
在
形
態
、
商
品
市
場.
 

労
働
市
場
と
の
関
顧
を
条
件
に
い
れ
つ
ら
、
経
営
組
織
の
集
約
化
、.
土
地
利
用 

度
の
増
大
な
どに
よ

る「

I

規
模」

の
.変
化
を
検
討
し
た
士
で 

.

.
;
第

四

に「

限
界
規
模」

以
下
の
農
家
は
そ
の
家
族
労
働
カ
.の
完
全
燃
焼
を
行 

い
、
農
家
経
済
女
再
生
産
し
ぅ
る
た
め
に
は
議
的
作
物
の
導
入
な
ど
経
営
組 

•織
を
集
約
化
す
る
か
：、

一
笔
作
率
を
高
め
る
な
ど
土
地
利
^
胄
を
罾
カ
し
て
個 

別
的
に
専
業
農
家
確
立
限
界
規
模
を
引
き
下
げ
て
農
業
経
営
に
よ
っ
て
農
家
経 

済
の
再
生
産
を
可
能
と
す
る
か
、
或
い
は
農
業
外
に
労
働
力
販
売
兼
業
を
行
ぅ 

こ
.と

に
-j
：
っ
て
可
能
と
す
る
か
の
二
つ
の
方
向
が
存
在
す
る
が
、
！窮
極
に
は
農 

民
層
の
下
向
分
解
に
対
抗
す
る
農
民
の
農
業
経
営
集
約
化
の
.
一
般
的
趨
勢
が
農 

.産
物
こ
と
に
蔬
菜‘
果
実
'.
牛
乳
な
ど
を
部
分
的
に
過
剰
生
産
な
ら
し
め
、
市 

場
1

を
7
落
せ
し
め
、
独
占
資
本
と
の
不
等
価
交
換
に
よ
る
生
産
費
の
高
騰 

ん
相
俟
：つ.て
〃「

f

規
模」
以
下
の
農
家
の
労
働
力
販
売
兼
業
^
:
を
導
く
こ

 ̂(

こ
れ
は
//
•
支
柱
労
慠
カ
兼
業
農
家
"

と
し
て
兼
業
農
業
家一.

般
か
ら
類
別 

さ
る
べ
.
き
こ
と
を
す
.で
に
主
锒
し
た)

。
す
な
わ
ち
水
田
ニ
毛
作
地
帯
にお
け
る 

農
民
層
眇
|

^
分
解
は
経
営
規
模
の.縮

小

が
"
も
は
や
引
き
下
げ
え
な
.い
専
業 

農
象
確
立
限
界
線"
以
下
と
な
り
、
家
族
労
働
力
を
完
全
燃
焼
し
濃
家
経
済
再 

生
産
を
耶
能
に
す
る
ため
に

は

い
か
な
る̂

®
に
お
い
て
で
あ
れ農
業
部
門
外 

に
部
分
的
に
或
い
は
全
般
的
に
労
働
力
を
流
出
移
動
せ
し
め
ざ
る
を
え
な
い
と 

い
ぅ
形
態
と
し
て
現
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
.ら
も
し
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
を
考
慮
に
い
れ
て
措
定
さ
れ
た
各
集 

，落

の「

驚

規

模」

の
大
い
.さ
に
変
化
な
く
支
柱
労
働
力
兼
震
家
が
増
大
し 

て
行
け
ば
、i

方
で
分
家
で
な
い
経
営
規
模
の
縮
小
傾
向
が
す
す
み
、
他
方
で 

そ
の
縮
小
し
た
耕
地
を
購
入
し
て
経
営
規
模
拡
大
が
行
わ
れ
る
、
す
な
わ
ち
.両 

極
分
解
が
多
少
と
も
行
わ
れ
て
行
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
又
農
産
物
市
場
価
敗 

が
一
.
般
的
に
f

し
、
，或
い
は
鋏
状
麗
差
が
激
化
し
て
生
産
費
が
増
大
す
る 

こ
と
ハ
低
米
価
政
策
の
強
行
と
肥
料
の
国
内
価
格
つ

り

上

げ

な

ど
に
ょ
く
^
さ 

れ
る)

に
ょ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
帯
の.「

限
界
規
模
'-
'

の
高
さ
が
上
り
、
従
来
：の 

「

小
農
範
疇」

に
照
応
す
る
£

も
1

規
模
以
下
と
な
っ
て
そ
の
数
が
増
大 

す
A
な

ら

ば(

支
柱
労
働
力
兼
業
の'増
大)

、
そ
れ
は
一
般
的
に
い
っ'て
一
方
的
，
 

な
下
向
分
解
の
進
行
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
現
実
に
は
そ
の
重
な

.

り
あ
い
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が' 
特
に
戦
後
に
お
：け
る
兼
業
農
家
の
.継
続
的
增 

大
は
後
者
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

. 

'双
上
の
如
き
考
察
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
"
独
占
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
両
極 

.
分
解
め
変
形
と
し
て
の
中
農
の
相
対
的
増
加
.
"
現
象
め
底
に
少
な
く
と
も
水
田 

'
ニ
#
作
觝
帯
に
ぉ
.1>
卞
は
ゎ
れ
ゎ
れ
は
か
餘>'
1.
'
で
&
歡
段
.

6
1̂
1|
か
勝
、

.

.

.農
民
の
±
地
持
ち
労
働
者
化
：の
う
ご
き
を
や
は
り
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
の
で
：は
な
か
ろ
う
が
。
農
村
に
堆
積
さ
れ
る
過
剰
人
ロ

.

.の
圧
カ
が
農
業
経̂
 

内
で
の
^
:生
産
を
頭
い
、.農
民
層
の
分
解
を
お
く
れ
さ
せ
な
.が
ら
も
実
は
脱
農 

民
化
が
お
し
す
す.め
ら
れ
て
お
：り
、

「

統
計
上
で
は
中
農
層
が
ふ
え
な
が
ら
内 

容
的
に
は
農
民
の
半
プ.ロ
レ
タ
リ
；.ア

化

が

進

展

し

て

：
ゆ

く

.

」

.
と

い

，
.う
こ
と
.を
す 

く
な
く
と
、も
わ
れ
わ
れ
の
資
料
は
明
確
に
.
.示
し
て
，い
る
よ
う
で
あ
る：
0 
"
戦
前 

よ
：り」

.

.ま
わ
^N

小
さ
く
な
.つ
た
.一.
.：町
一V

一.町
.五
.反
層
を
軸
と
し
た
標
準
化

(

全
.
 

国)

"

と
い
う
時
、
：
そ
の
農
家#-
の
：下
限
が
主
榖
単
作
地
帯
で
は
す
で
に

r

限 

.丨
界
規
模」

■以
下
に
相
务
し
、

一
一
毛
作
地
帯
で
も

「

驚

規

模」

自
体
の
上
昇
化 

、傾
向
に
お
い
て
み
る
な
ら
ば
、
.
.同
じ
メ
カ
;-
マ
ズ
：
ム

の

下

で

.も
'わ
が
国
の
中
農
標 

r

準

化

のH
U
i
p
u
t
-
s
c
a
l
e

 

:は
農
業
部
£
2
に
資
本
主
義
が.高

度

.に

罾

罾

し

た

諸
 

.

国
に
ぉ
け
る
富
農
富
裕
中
農
：を
軸
と1
た
，「

標
準
化」

と
は
質
を
異
に
し
て
い 

な
点
を
特
に
強
調
す
べ
き'で
あ
ろ
う
。

農
民
.層
分
解
に
関
す
る
一
考
察

四
：
 

一

C
1
:

三
七
：
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